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１ プログラム 
（１０月４、５日火・水曜日）会場：福岡県中小企業振興センター 
 

第 1 日目 １０月４日火曜日 
第１部 藻場部会 ホール（Ａ＋Ｂ） 

9：30 開場 

10：00～10：15 

10：15～11：30 

 

 

11：30～11：45 

11：45 

11：45～13：00 

開会 オリエンテーション 

藻場の保全について コーディネーター南里海児氏 

事例紹介 唐泊海士組 

質疑応答、意見交換 

水産多面的機能発揮対策における多様な連携の手引きについて他 

閉会 

個別相談（希望者のみ） 

第 2 部 干潟部会 ３０１会議室 

13：30 開場 

14：00～14：15 

14：15～15：30 

 

 

15：30～15：45 

15：45 

15：45～17：00 

開会 オリエンテーション 

干潟等の保全について コーディネーター吉田司氏 

事例紹介 通津アサリグループ 

質疑応答、意見交換 

水産多面的機能発揮対策における多様な連携の手引きについて他 

閉会 

個別相談（希望者のみ） 

 

第２日目 １０月５日水曜日 
 第３部 内水面部会 ３０１会議室 

9：30 開場 

10：00～10：15 

10：15～11：30 

 

 

11：30～11：45 

11：45 

11：45～13：00 

開会 オリエンテーション 

内水面生態系の保全について コーディネーター藤岡康弘氏 

事例紹介 八戸川流域保全協議会 

質疑応答、意見交換 

水産多面的機能発揮対策における多様な連携の手引きについて他 

閉会 

個別相談（希望者のみ） 

 

 

・コーディネーターや講習会内容は変更になる場合があります。又、進行状況等によ

り時間が前後する場合があります。 
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２　出席者名簿

第１部　藻場部会
都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織 個別相談

1 北海道 長瀬桂一 根室市水産指導課 行政 無

2 北海道 浅井大輔 根室市水産指導課 行政 無

3 北海道 杉田弘之 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

4 北海道 今川　蛍 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

5 秋田県 川山信也 海の森天王 活動組織 無

6 秋田県 柴田　司 海の森天王 活動組織 無

7 富山県 川口航平 富山県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

8 三重県 金丸雄一 甲賀地区景観環境保全会 活動組織 無

9 三重県 金丸雄一 甲賀地区景観環境保全会 活動組織 無

10 三重県 佐藤達也 石鏡地区藻場保全活動組織 活動組織 無

11 島根県 森脇美紗子 島根県沿岸漁業振興課 行政 無

12 島根県 武田健二 島根県西部農林水産振興センター水産部水産課 行政 無

13 山口県 野川顕秀 山口県水面活性化地域協議会 協議会 無

14 山口県 城　隆輔 山口県水面活性化地域協議会 協議会 無

15 徳島県 森　啓介 徳島県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

16 高知県 中野正延 志和藻場を守る会 活動組織 無

17 高知県 高橋　亮 四万十町農林水産課 行政 無

18 高知県 伊藤悠人 四万十町農林水産課 行政 無

19 福岡県 中村光次 博多湾環境保全伊崎作業部会 活動組織 無

20 福岡県 森　穣司 博多湾環境保全伊崎作業部会 活動組織 無

21 福岡県 松尾彩音 北九州市水産課 行政 無

22 福岡県 小川さと 北九州市水産課 行政 無

23 福岡県 木下雄次郎 福岡市水産振興課 行政 無

24 福岡県 堤　卓也 福岡市水産振興課 行政 無

25 佐賀県 坂口莉賀子 鎮西地区藻場保全活動の会 活動組織 無

26 佐賀県 永瀬りか 佐賀県水産課 行政 無

27 佐賀県 近藤美穂子 佐賀県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会 無

28 長崎県 青柳範幸 綱島地区藻場保全組織 活動組織 無

29 長崎県 作元政志 綱島地区藻場保全組織 活動組織 無

30 長崎県 日高瞬一 綱島地区藻場保全組織 活動組織 無

31 長崎県 竹末歌寿也 綱島地区藻場保全組織 活動組織 無

32 長崎県 波多野能理刀 綱島地区藻場保全組織 活動組織 無

33 長崎県 米田満輝 綱島地区藻場保全組織 活動組織 無

34 長崎県 奥村和敏 大船越いそやけ対策活動組織 活動組織 無

35 長崎県 沖野則彦 大船越いそやけ対策活動組織 活動組織 無

36 長崎県 青栁範幸 綱島地区藻場保全組織 活動組織 無

37 長崎県 米田満輝 綱島地区藻場保全組織 活動組織 無

38 長崎県 山仲洋紀 郷ノ浦地区藻場保全組織 活動組織 無

39 長崎県 濵野洋平 郷ノ浦地区藻場保全組織 活動組織 無

40 長崎県 田中忠明 郷ノ浦地区活動組織 活動組織 無

41 長崎県 土肥栄幸 勝本地区活動組織 活動組織 無

42 長崎県 山川　明 箱崎地区活動組織 活動組織 無

43 長崎県 平田博昭 壱岐東部地区活動組織 活動組織 無

44 長崎県 長岡裕樹 壱岐東部地区活動組織 活動組織 無

45 長崎県 豊永卓哉 石田地区活動組織 活動組織 無

46 長崎県 出口浩一 奈留地区活動組織 活動組織 無

47 長崎県 小浦隆哉 岐宿地区活動組織 活動組織 無

48 長崎県 阿比留健時 岐宿地区活動組織 活動組織 無

49 長崎県 行徳孝明 崎山地区活動組織 活動組織 無

50 長崎県 竹野弘茂 崎山地区活動組織 活動組織 無

51 長崎県 村崎喜代美 崎山地区活動組織 活動組織 無

52 長崎県 檮木広幸 大浜地区活動組織 活動組織 無

53 長崎県 御手洗勇 大浜地区活動組織 活動組織 無

54 長崎県 川村嘉津豊 大浜地区活動組織 活動組織 無

55 長崎県 北川正史 玉之浦地区活動組織 活動組織 無

【【福福岡岡会会場場】】  藻藻場場部部会会
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都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織 個別相談

56 長崎県 簗脇真市 玉之浦活動組織 活動組織 無

57 長崎県 山口繁広 長崎市水水産振興課 行政 無

58 長崎県 平野愛矢 佐世保市水産課 行政 無

59 長崎県 前田奨悟 島原市耕地水産課 行政 無

60 長崎県 早田　廉 島原市耕地水産課 行政 無

61 長崎県 瀧川徳臣 諫早市林務水産課 行政 無

62 長崎県 阿比留大地 対馬市水産課 行政 無

63 長崎県 原田真大 対馬市水産課 行政 無

64 長崎県 小茂田史士 対馬市水産課 行政 無

65 長崎県 長尾康隆 壱岐市役所水産課 行政 無

66 長崎県 原　龍文 五島市役所 行政 無

67 長崎県 高原裕一 長崎県水産部 行政 無

68 長崎県 村井　守 西海市ふるさと資源推進課 行政 無

69 長崎県 長谷川隆真 壱岐振興局壱岐水産業普及指導センター 行政 無

70 長崎県 貞松大樹 県北水産業普及指導センター 行政 無

71 長崎県 向原奈々 県北水産業普及指導センター 行政 無

72 長崎県 吉田侑平 対馬振興局対馬水産業普及指導センター 行政 無

73 長崎県 田中尚子 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

74 長崎県 松本陽一郎 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

75 大分県 永井真二郎 大分県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

76 大分県 西田和輝 大分県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

77 大分県 竹尻浩平 大分県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

78 宮崎県 原田貴志 門川町農林水産課 行政 無

79 宮崎県 岩田大輝 門川町農林水産課 行政 無

80 沖縄県 宮城　賢 大宜味村環境生態系保全組織 活動組織 無

81 沖縄県 大城一哉 大宜味村環境生態系保全組織 活動組織 無

82 沖縄県 照屋一樹 大宜味村産業振興課 行政 無

83 サポート専門家 中嶋　泰 サポート専門家 専門家事務局等

84 サポート専門家 吉村　拓 サポート専門家 専門家事務局等

85 コーディネーター 南里海児 サポート専門家 専門家事務局等

86 事例紹介組織 山崎賞二 唐泊海士組（福岡県福岡市） 専門家事務局等

87 水産庁 馬場　学 水産庁漁港漁場部計画課課長補佐 専門家事務局等

88 水産庁 海田　馨 水産庁漁港漁場部計画課保全活動支援係長 専門家事務局等

89 全漁連 片瀬 亜妃 漁政部 専門家事務局等

90 土木センター 武田真典 水産土木建設技術センター上席研究員 専門家事務局等

91 土木センター 完山　暢 水産土木建設技術センター主任研究員 専門家事務局等

92 土木センター 安藤　亘 水産土木建設技術センター専門技術員 専門家事務局等

93 水土舎 吉永　聡 株式会社水土舎広島営業所所長 専門家事務局等

94 事務局 岩橋好敏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

95 事務局 小迫智宏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等
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第２部　干潟部会
都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織 個別相談

1 北海道 長瀬桂一 根室市水産指導課 行政 無

2 北海道 浅井大輔 根室市水産指導課 行政 無

3 北海道 杉田弘之 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

4 北海道 今川　蛍 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

5 秋田県 川山信也 海の森天王 活動組織 無

6 秋田県 柴田　司 海の森天王 活動組織 無

7 三重県 金丸雄一 甲賀地区景観環境保全会 活動組織 無

8 三重県 金丸雄一 甲賀地区景観環境保全会 活動組織 無

9 滋賀県 田口貴史 滋賀県水産課 行政 無

10 島根県 森脇美紗子 島根県沿岸漁業振興課 行政 無

11 島根県 武田健二 島根県西部農林水産振興センター水産部水産課 行政 無

12 広島県 児玉　孝 広島市アサリ研究会 活動組織 無

13 広島県 東　道治 広島市アサリ研究会 活動組織 無

14 広島県 加藤友久 広島市アサリ研究会 活動組織 無

15 広島県 大原智美 広島県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

16 広島県 武岡敬子 広島県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

17 広島県 大原智美 広島県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

18 広島県 武岡敬子 広島県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

19 山口県 角田新治 通津漁業協同組合代表理事組合長（通津アサリグループ代表） 漁連・漁協 無

20 山口県 重石由紀枝 通津漁業協同組合 漁連・漁協 無

21 山口県 野川顕秀 山口県水面活性化地域協議会 協議会 無

22 山口県 城　隆輔 山口県水面活性化地域協議会 協議会 無

23 福岡県 横山一男 博多湾環境保全伊崎作業部会 活動組織 無

24 福岡県 小林克広 博多湾環境保全伊崎作業部会 活動組織 無

25 福岡県 松尾彩音 北九州市水産課 行政 無

26 福岡県 小川さと 北九州市水産課 行政 無

27 福岡県 堤　卓也 福岡市水産振興課 行政 無

28 佐賀県 森永将司 小城市農林水産課 行政 無

29 佐賀県 永瀬りか 佐賀県水産課 行政 無

30 佐賀県 近藤美穂子 佐賀県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会 無

31 長崎県 久松正隆 長与浦再生活動組織 活動組織 無

32 長崎県 朝長孝行 長与浦再生活動組織 活動組織 無

33 長崎県 山口繁広 長崎市水水産振興課 行政 無

34 長崎県 平野愛矢 佐世保市水産課 行政 無

35 長崎県 前田奨悟 島原市耕地水産課 行政 無

36 長崎県 早田　廉 島原市耕地水産課 行政 無

37 長崎県 瀧川徳臣 諫早市林務水産課 行政 無

38 長崎県 高原裕一 長崎県水産部 行政 無

39 長崎県 貞松大樹 県北水産業普及指導センター 行政 無

40 長崎県 向原奈々 県北水産業普及指導センター 行政 無

41 長崎県 田中尚子 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

42 長崎県 松本陽一郎 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

43 大分県 板井和美 中津干潟を元気にする会 活動組織 無

44 大分県 林　智洋 中津干潟を元気にする会 活動組織 無

45 大分県 永井真二郎 大分県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

46 大分県 西田和輝 大分県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

47 大分県 竹尻浩平 大分県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

48 宮崎県 原田貴志 門川町農林水産課 行政 無

49 宮崎県 岩田大輝 門川町農林水産課 行政 無

50 コーディネーター 吉田　司 サポート専門家 専門家事務局等

51 事例紹介組織 鷲尾進治 通津アサリグループ（山口県岩国市） 専門家事務局等

52 水産庁 馬場　学 水産庁漁港漁場部計画課課長補佐 専門家事務局等

53 水産庁 海田　馨 水産庁漁港漁場部計画課保全活動支援係長 専門家事務局等

54 全漁連 片瀬亜紀 漁政部 専門家事務局等

55 土木センター 武田真典 水産土木建設技術センター上席研究員 専門家事務局等

56 土木センター 完山　暢 水産土木建設技術センター主任研究員 専門家事務局等

57 土木センター 安藤　亘 水産土木建設技術センター専門技術員 専門家事務局等

58 水土舎 吉永　聡 株式会社水土舎広島営業所所長 専門家事務局等

59 事務局 岩橋好敏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

60 事務局 小迫智宏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

【【福福岡岡会会場場】】  干干潟潟部部会会
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第３部　内水面部会
都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織 個別相談

1 北海道 長瀬桂一 根室市水産指導課 行政 無

2 北海道 浅井大輔 根室市水産指導課 行政 無

3 北海道 杉田弘之 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

4 北海道 今川　蛍 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

5 富山県 埜島勇樹 富山市農業水産課 行政 無

6 富山県 川口航平 富山県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

7 三重県 金丸雄一 甲賀地区景観環境保全会 活動組織 無

8 滋賀県 田口貴史 滋賀県水産課 行政 無

9 島根県 森脇美紗子 島根県沿岸漁業振興課 行政 無

10 島根県 武田健二 島根県西部農林水産振興センター水産部水産課 行政 無

11 広島県 大原智美 広島県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

12 広島県 武岡敬子 広島県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

13 大分県 竹尻浩平 大分県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

14 宮崎県 原田貴志 門川町農林水産課 行政 無

15 宮崎県 岩田大輝 門川町農林水産課 行政 無

16 鹿児島県 猪狩裕代 鹿児島県水産技術開発センター 試験場等 無

17 鹿児島県 中島広樹 鹿児島県水産技術開発センター 試験場等 無

18 コーディネーター 藤岡康弘 サポート専門家 専門家事務局等

19 事例紹介組織 山﨑史朗 八戸川流域保全協議会（島根県浜田市、邑南町） 専門家事務局等

20 水産庁 横内誠司 増殖推進部栽培養殖課課長補佐 専門家事務局等

21 水産庁 馬場　学 水産庁漁港漁場部計画課課長補佐 専門家事務局等

22 水産庁 海田　馨 水産庁漁港漁場部計画課保全活動支援係長 専門家事務局等

23 全内 御手洗真二 調査役兼業務課長 専門家事務局等

24 土木センター 安藤　亘 水産土木建設技術センター専門技術員 専門家事務局等

25 水土舎 吉永　聡 株式会社水土舎広島営業所所長 専門家事務局等

26 事務局 岩橋好敏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

27 事務局 小迫智宏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

【【福福岡岡会会場場】】  内内水水面面部部会会
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◎
カ

キ
養

殖
「

唐
泊

恵
比

須
か

き
」

・
カ

タ
ク

チ
イ

ワ
シ

の
漁

獲
量

の
低

迷
→

カ
キ

養
殖

開
始

・
「

現
地

で
カ

キ
を

食
べ

て
も

ら
い

た
い

」
と

の
思

い
か

ら

カ
キ

小
屋

で
の

販
売

に
力

を
入

れ
て

い
ま

す

・
紫

外
線

殺
菌

装
置

の
設

置
及

び
オ

ゾ
ン

を
通

し
た

海
水

に

2
4
時

間
以

上
の

か
け

流
し

実
施

・
ノ

ロ
ウ

イ
ル

ス
等

の
衛

生
管

理
を

徹
底

（
安

全
・

安
心

に
自

信
）

オ
ゾ

ン
発

生
装

置

唐
泊

W
EB

１
．

地
域

の
概

要
と

漁
業

◎
唐

泊
の

特
徴

・
福

岡
市

漁
業

協
同

組
合

唐
泊

支
所

・
福

岡
市

の
西

側
で

糸
島

半
島

の
先

端
付

近
に

位
置

し
、

博
多

湾
の

西
側

出
口

に
当

た
る

・
組

合
員

数
は

2
9
名

（
准

組
合

員
数

含
）

・
主

な
漁

業
は

タ
イ

を
対

象
と

し
た

二
双

吾
智

網

・
そ

の
他

、
一

本
釣

り
、

採
貝

、
刺

網
、

イ
カ

籠
漁

な
ど

・
カ

キ
養

殖

・
福

岡
市

海
づ

り
公

園
を

管
理

唐
泊

福
岡

市
海

づ
り

公
園

博
多

湾

発
表

内
容

1
. 
地

域
の

概
要

と
漁

業

2
. 
活

動
組

織
の

概
要

3
. 
活

動
場

所

4
. 
藻

場
の

現
状

5
. 
活

動
の

内
容

6
. 
H

2
8

年
度

か
ら

の
活

動
実

績

7
. 
今

後
の

課
題

と
抱

負
唐

泊
海

士
組

山
崎

賞
二

唐唐
泊泊

のの
藻藻

場場
をを

守守
るる

たた
めめ

のの
取取

りり
組組

みみ

令
和

4
年

度
水

産
多

面
的

機
能

発
揮

対
策

講
習

会

【
藻

場
の

保
全

】

３　藻場部会

①事例紹介　唐泊海士組
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4
．

藻
場

の
現

状

・
近

年
、

ム
ラ

サ
キ

ウ
ニ

が
増

え
、

食
害

に
よ

っ
て

か
つ

て
の

藻
場

が
減

少
し

て
い

る

・
現

在
あ

る
藻

場
を

保
全

し
つ

つ
、

藻
場

の
回

復
に

取
り

組
ん

で
い

る

・
糸

島
半

島
の

北
端

で
約

2
k
m

の
範

囲
に

お
い

て
活

動
を

実
施

（
緑

の
範

囲
）

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
場

所
は

北
側

で
は

、
岸

沖
の

2
地

点
ず

つ
、

南
側

で
は

浅
所

側
で

1
地

点

ず
つ

、
計

6
地

点
を

設
定

3
.活

動
場

所

2
．

活
動

組
織

の
概

要

・
組

織
名

：
唐

泊
海

士
組

・
発

足
：

平
成

2
3
年

4
月

の
環

境
生

態
系

保
全

対
策

事
業

そ
れ

以
降

継
続

し
て

活
動

・
構

成
員

：
7
名

（
令

和
4
年

4
月

時
）

・
面

積
：

9
h
a

学
習

会
の

様
子

構
成

員
の

集
合

写
真

ウ
ニ

除
去

の
様

子

◎
福

岡
市

海
づ

り
公

園
・

昭
和

6
0
年

4
月

に
オ

ー
プ

ン
・

全
長

6
0
0
m

・
釣

り
具

の
レ

ン
タ

ル
や

餌
等

の
販

売
を

行
っ

て
お

り
、

手
ぶ

ら
で

来
て

も
楽

し
め

る
・

釣
り

以
外

に
も

バ
ー

ベ
キ

ュ
ー

や
お

食
事

も
楽

し
め

る
・

シ
ー

ズ
ン

に
は

隣
の

カ
キ

小
屋

で
カ

キ
も

楽
し

め
る
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◇
H
2
7
.2

に
は

ク
ロ

メ
の

種
糸

を
巻

き
付

け
た

ロ
ー

プ
と

ワ
イ

ヤ
ー

入
り

ロ
ー

プ
及

び
種

糸
そ

の
も

の
を

直
接

岩
に

巻
き

付
け

た

5
．

活
動

の
内

容
（

種
苗

の
設

置
）

◇
中

間
育

成
し

た
ロ

ー
プ

は
ロ

ー
プ

に
根

が
張

り
は

じ
め

、

明
ら

か
に

生
長

が
良

か
っ

た
。

種
糸

を
巻

き
付

け
た

ロ
ー

プ
種

糸
を

巻
き

付
け

た
ワ

イ
ヤ

ー
ロ

ー
プ

種
糸

を
直

に
巻

き
付

け

岩
に

巻
き

付
け

て
い

る
状

況

◇
2
年

後
に

は
大

き
く

生
長

し
た

マ
メ

タ
ワ

ラ
と

エ
ン

ド
ウ

モ
ク

が
点

生
で

確
認

さ
れ

た
。

◇
こ

れ
ら

の
種

は
令

和
4
年

度
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

で
も

生
育

が
確

認
さ

れ
た

。

5
．

活
動

の
内

容
（

母
藻

の
設

置
：

オ
ー

プ
ン

ス
ポ

ア
バ

ッ
グ

）

生
長

し
た

マ
メ

タ
ワ

ラ
生

長
し

た
エ

ン
ド

ウ
モ

ク
生

長
し

た
エ

ン
ド

ウ
モ

ク

◇
H
2
6
.6

に
は

マ
メ

タ
ワ

ラ
と

エ
ン

ド
ウ

モ
ク

を
採

取
し

、

ア
サ

リ
ネ

ッ
ト

を
用

い
て

オ
ー

プ
ン

ス
ポ

ア
バ

ッ
グ

を
1
5
0

個
作

成
し

設
置

し
た

。

◇
H
2
7
.6

に
も

、
上

記
の

海
藻

2
種

の
オ

ー
プ

ン
ス

ポ
ア

バ
ッ

グ
を

1
0
0
個

作
成

し
設

置
し

た
。

◇
設

置
の

際
に

は
目

標
の

場
所

に
ブ

イ
を

入
れ

、
こ

れ
を

目
印

と
し

て
周

辺
に

集
中

さ
せ

て
設

置
し

た
。

5
．

活
動

の
内

容
（

母
藻

の
設

置
：

オ
ー

プ
ン

ス
ポ

ア
バ

ッ
グ

）

4
．

藻
場

の
現

状

岩
盤

転
石

巨
礫

大
礫

小
礫

砂
　
凡
　
例
　
　
底
　
質

極
く
点
生

1
0
0
～

7
5
%

点
生

密
生

疎
生

7
4
～

5
0
%

4
9
～

2
5
%

2
4
～

5
%

5
%
未

満

濃
生

植
生

被
度

凡 例

St
.1
(北

側
)

St
.4
(南

側
)
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5
．

活
動

の
内

容
（

ウ
ニ

除
去

）

人
数

が
少

な
い

た
め

、
活

動
の

多
い

年
度

に
は

年
間

4
0
回

程
の

ウ
ニ

除
去

を
実

施

5
．

活
動

の
内

容
（

ウ
ニ

除
去

）

5
．

活
動

の
内

容
（

ウ
ニ

フ
ェ

ン
ス

の
設

置
）

ウ
ニ

フ
ェ

ン
ス

を
船

に
積

み
込

み
設

置
し

た
ウ

ニ
フ

ェ
ン

ス
設

置
し

た
ウ

ニ
フ

ェ
ン

ス

破
網

し
た

ウ
ニ

フ
ェ

ン
ス

破
網

し
た

ウ
ニ

フ
ェ

ン
ス

◇
H
2
7
.6

（
4
ヶ

月
後

）
に

は
生

長
し

た
ク

ロ
メ

の
藻

体
が

確
認

さ
れ

た

5
．

活
動

の
内

容
（

種
苗

の
設

置
）

ロ
ー

プ
か

ら
生

長
し

た
ク

ロ
メ

ワ
イ

ヤ
ー

ロ
ー

プ
に

は
藻

体
無

し
種

糸
直

巻
き

付
け

か
ら

生
長

し
た

ク
ロ

メ
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6
．

H
2
8
年

度
か

ら
の

活
動

実
績

（
藻

場
面

積
）

6
．

H
2
8
年

度
か

ら
の

活
動

実
績

（
ウ

ニ
の

生
息

密
度

）

6
．

H
2
8
年

度
か

ら
の

活
動

実
績

（
大

型
海

藻
の

景
観

被
度

）

平
成

28
年

度
（
5%

未
満

）
令

和
4年

度
（
20

%
）

平
成

28
年

度
（
5%

未
満

）
令

和
4年

度
（
20

%
）

St
.1
（
No

.1
）

St
.4
（
No

.1
）

6
．

H
2
8
年

度
か

ら
の

活
動

実
績

（
大

型
海

藻
の

景
観

被
度

）

平
成

28
年

度
（
5%

未
満

）
令

和
4年

度
（
20

%
）

平
成

28
年

度
（
5%

未
満

）
令

和
4年

度
（
20

%
）

St
.1
（
No

.1
）

St
.4
（
No

.1
）
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豊
か

な
藻

場
を

回
復

・
維

持
で

き
る

よ
う

に
頑

張
り

ま
す

お
わ

り

7
．

今
後

の
課

題
と

抱
負

・
藻

場
保

全
活

動
は

食
害

生
物

の
除

去
（

ウ
ニ

）
を

主
体

に
活

動

・
最

近
の

ウ
ニ

除
去

回
数

は
、

年
間

に
2
0
回

程

・
6
年

で
約

1
5
万

個
除

去
し

た
が

、
ウ

ニ
密

度
が

下
が

り
き

っ
て

い
な

い

・
狭

い
範

囲
で

構
わ

な
い

の
で

、
徹

底
的

に
ウ

ニ
密

度
を

下
げ

、

低
い

ウ
ニ

密
度

を
維

持
で

き
る

と
ど

う
海

藻
が

増
え

て
い

く
か

を
把

握
し

た
い

◎
ウ

ニ
類

の
食

圧
を

下
げ

た
状

態
を

維
持

す
る

・
低

い
ウ

ニ
密

度
の

場
所

を
増

や
し

て
い

き
、

藻
場

の
拡

が
り

を
確

認
し

て
い

く

・
状

況
に

応
じ

て
は

、
植

食
性

魚
類

の
対

策
も

考
え

る

12



ウ
ニ

の
食

害

植
食

性
魚

類
の

食
害

ウ
ニ

と
植

食
性

魚
類

の
食

害

上
記

以
外

の
原

因

未
回

答

磯
焼

け
の

報
告

な
し

ウ
ニ

と
魚

類
1
2
.5

%

魚
類

1
7
.5

%

不
明

1
2
.5

%

未
回

答
7
.5

%

そ
の

他
1
0
.0

%

水
温

上
昇

1
0
.0

%

ウ
ニ

2
5
.0

%

磯
焼

け
の

報
告

な
し

5
.0

%

ウ
ニ

の
食

害

植
食

性
魚

類
の

食
害

ウ
ニ

と
植

食
性

魚
類

の
食

害

上
記

以
外

の
原

因

未
回

答

磯
焼

け
の

報
告

な
し

ウ
ニ

と
魚

類
1
2
.5

%

魚
類

1
7
.5

%

不
明

1
2
.5

%

未
回

答
7
.5

%

そ
の

他
1
0
.0

%

水
温

上
昇

1
0
.0

%

ウ
ニ

2
5
.0

%

磯
焼

け
の

報
告

な
し

5
.0

%

水
産

庁
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

（
２

０
０

６
年

）

1
.磯

焼
け

対
策

に
つ

い
て

藻
場

衰
退

原
因

マ
ッ

プ

4

1
.磯

焼
け

対
策

に
つ

い
て

藻
場

が
季

節
的

消
長

や
経

年
変

化
の

範
囲

を
越

え
て

著
し

く
衰

退
ま

た
は

消
失

し
回

復
が

見
ら

れ
な

い
現

象

○
磯

焼
け

の
要

因
１

．
海

況
の

変
化

２
．

栄
養

塩
の

欠
乏

３
．

淡
水

流
入

の
影

響
４

．
天

候
の

異
変

５
．

植
食

動
物

の
食

害
６

．
海

底
基

質
の

占
有

７
．

海
底

基
質

の
埋

没
８

．
公

害
９

．
漁

業
・

増
養

殖
1
0
．

そ
の

他

3

本本
日日

おお
話話

すす
るる

内内
容容

11
..磯磯

焼焼
けけ

対対
策策

にに
つつ

いい
てて

22
..植植

食食
性性

動動
物物

のの
除除

去去
（（

ウウ
ニニ

、、
植植

食食
性性

魚魚
類類

））
33
..海海

藻藻
のの

タタ
ネネ

まま
きき

44
..定定

期期
モモ

ニニ
タタ

リリ
ンン

ググ

22
00
22
22
//
11
00
//
00
44

福福
岡岡

会会
場場

（（
福福

岡岡
県県

中中
小小

企企
業業

振振
興興

セセ
ンン

タタ
ーー

））

水水
産産

多多
面面

的的
発発

揮揮
機機

能能
対対

策策
事事

業業
ササ

ポポ
ーー

トト
専専

門門
家家

株株
式式

会会
社社

ベベ
ンン

トト
スス

//
（（

一一
社社

））
磯磯

根根
研研

究究
所所

南南
里里

海海
児児

令令
和和

44
年年

度度
「「

水水
産産

多多
面面

的的
機機

能能
発発

揮揮
対対

策策
講講

習習
会会

」」

藻藻
場場

のの
保保

全全
にに

つつ
いい

てて

②藻場の保全について

13



ウ
ニ

除
去

8

素
潜

り
素

潜
り

（
回

収
）

素
潜

り
（

海
中

で
潰

す
）

潜
水

器
(海

中
で

潰
す

)
潜

水
器

使
用

潜
水

器
（

回
収

）
潜

水
器

（
回

収
）

見
突

き

磯
焼

け
の

原
因

に
な

り
う

る
ウ

ニ

ガ
ン

ガ
ゼ

類

キ
タ

ム
ラ

サ
キ

ウ
ニ

ム
ラ

サ
キ

ウ
ニ

ナ
ガ

ウ
ニ

類

磯
焼

け
を

引
き

起
こ

す
代

表
的

な
ウ

ニ
は

、
ム

ラ
サ

キ
ウ

ニ
、

キ
タ

ム
ラ

サ
キ

ウ
ニ

、
ガ

ン
ガ

ゼ
類

、
お

よ
び

ナ
ガ

ウ
ニ

類
の

4
種

で
あ

る
。

22
..11

..食食
害害

生生
物物

のの
除除

去去
（（

ウウ
ニニ

類類
））

7

ム
ラ

サ
キ

ウ
ニ

ガ
ン

ガ
ゼ

ア
イ

ゴ
ブ

ダ
イ

イ
ス

ズ
ミ

ナ
ガ

ウ
ニ

類

22
..食食

害害
生生

物物
のの

除除
去去

（（
ウウ

ニニ
類類

、、
植植

食食
性性

魚魚
類類

））

6

1
.磯

焼
け

対
策

に
つ

い
て

藻
場

形
成

阻
害

要
因

の
排

除

5

14



ア
イ

ゴ
（

出
所

：
水

産
研

究
・

教
育

機
構

）

最
高

齢
：

1
3
歳

産
卵

開
始

12

ブ
ダ

イ

ア
イ

ゴ
ノ

ト
イ

ス
ズ

ミ

22
..22

..食食
害害

生生
物物

のの
除除

去去
（（

植植
食食

性性
魚魚

類類
））

11

除
去

活
動

は
、

範
囲

を
明

確
に

す
る

と
効

果
が

現
れ

や
す

い
。

ウ
ニ

除
去

範
囲

を
明

確
に

さ
せ

る

→
活

動
前

に
周

知
。

場
所

を
明

確
に

す
る

。

→
狭

く
て

も
良

い
の

で
、

早
期

に
成

功
事

例
を

示
す

事
が

大
事

ウ
ニ

除
去

10

ム
ラ

サ
キ

ウ
ニ

を
潰

す
際

、
ハ

ン
マ

ー
の

持
ち

手
部

分
に

ゴ
ム

や
ク

ッ
シ

ョ
ン

材
を

巻
い

て
お

く
と

手
に

負
担

が
か

か
ら

な
い

。
ガ

ン
ガ

ゼ
類

は
、

ウ
ニ

カ
ギ

を
用

い
て

、
石

の
間

か
ら

か
き

出
し

て
2
つ

に
割

る
と

復
活

し
な

い
。

少
し

長
め

の
ウ

ニ
カ

ギ

ハ
ン

マ
ー

ム
ラ

サ
キ

ウ
ニ

を
船

上
に

回
収

す
る

際
、

ス
テ

ン
レ

ス
製

の
網

カ
ゴ

な
ど

を
用

い
る

と
効

率
的

で
あ

る
。

先
端

部
が

T
字

形
あ

る
い

は
十

字
型

に
加

工
し

た
金

属
部

を
竹

な
ど

の
棒

に
取

り
付

け
て

お
く

と
、

表
面

に
露

出
し

た
ガ

ン
ガ

ゼ
類

は
割

り
や

す
い

。
し

か
し

、
礫

が
多

い
所

は
、

長
め

の
ウ

ニ
カ

ギ
を

用
い

て
、

掻
き

出
し

て
割

る
方

が
効

率
的

。
完

全
に

二
つ

に
割

ら
れ

た
ガ

ン
ガ

ゼ
類

9

15



ブ
ダ

イ
の

対
策

方
法

場
所

時
期

利
点

欠
点

留
意

事
項

実
施

例

延
縄

岩
礁

礫
場

冬 ～ 春

大
型

魚
が
獲

れ
る

混
獲

が
な
い

作
業

負
担

が
少
な
い

餌
の
確

保
が
難

し
い

カ
エ
シ
と
ネ
ム

リ
が

入
っ
た
鯛

鈎
を
用
る

新
鮮
な
ヒ
ジ
キ
な
ど

を
餌
に
す
る

和
歌
山

県
大

分
県

刺
網

同
上

夏 ～ 秋

中
型

魚
が
よ
く
獲

れ
る

混
獲

が
多
い

長
時

間
作
業

イ
セ
エ
ビ
漁

業
者
と

の
調

整
が
必

要
各
地

串
本

市
場

に
お

け
る

漁
業

種
類

別
植

食
性

魚
類

の
漁

獲
量

（
2
0
0
8
年

４
月

～
１

２
月

）

4
0
㎏

／
3
時

間

16

ブ
ダ

イ

最
高

齢
：

8
歳

産
卵

開
始

（
出

所
：
水

産
研
究

・
教
育
機

構
）

15

昼
動

く

夜
動

く

ア
イ

ゴ
の

習
性

2
1
年

７
月

1
0
時

大
分

県

ア
イ

ゴ

・
産

卵
後

～
秋

（
食

欲
大

）

・
朝

投
網

（
イ

セ
エ

ビ
混

獲
少

な
い

）

・
一

枚
網

が
望

ま
し

い
（

混
獲

少
・

楽
）

「
久

保
伊

津
男

(1
9
6
2
)：

イ
セ

エ
ビ

の
漁

獲
の

時
間

的
変

化
に

み
ら

れ
る

双
峯

性
に

つ
い

て
」
よ

り
作

成

0
 尾

1
0
 尾

2
0
 尾

3
0
 尾

6時
～

8時
～

10
時

～
12

時
～

14
時

～
16

時
～

18
時

～
20

時
～

22
時

～
24

時
～

2時
～

4時
～

イ セ エ ビ 漁 獲 数 （ 尾 ）

投
網

時
刻

昼 3
%

夜 9
7
%

☀
☀

イ
セ

エ
ビ

の
時

刻
別

漁
獲

量

14

ア
イ

ゴ
の

対
策

方
法

場
所

時
期

利
点

欠
点

留
意

事
項

実
施

例

初
夏

産
卵

親
魚

を
除

去
イ
セ
エ
ビ
の
混

獲
が

あ
る

特
別
採

捕
許
可

申
請

秋
イ
セ
エ
ビ
の

混
獲

が
な
い

他
の
漁

業
者

と
の
調

整

定
置

網
初

夏
産

卵
親
魚

の
大
量

除
去

設
置

場
所
が

制
限
さ
れ

る

佐
賀

県
長

崎
県

徳
島
県

他

神
奈
川

県
長

崎
県

和
歌
山

県

岩
礁

礫
場

刺
網

唐
津

港
／

ア
イ

ゴ
の

水
揚

げ
量

主
に

定
置

網

舘
浦

港
／

定
置

網
の

漁
獲

物

（
ア

イ
ゴ

主
体

）

舘
浦

/
ア

イ
ゴ

の
刺

身
美

味
し

く
い

た
だ

き
ま

し
た

13

16



イ
ス

ズ
ミ

の
対

策
方

法
場

所
時

期
利

点
欠

点
留

意
事

項
実

施
例

刺
網

構
造
物

周
辺
他

冬 ～ 春

大
量

捕
獲
が

で
き
る

こ
と
が

あ
る

混
獲
が

少
な
い

周
辺
の

植
生

の
影

響
を
受

け
に
く
い

蝟
集
個

体
を
全

て
捕

獲
す
る
こ
と

が
難

し
い

蝟
集

規
模

が
小
さ
い

と
捕

獲
が

難
し
い

長
崎

県

ト
ラ
ッ
プ

構
造
物

周
辺
他

冬 ～ 春

作
業

負
担

が
少
な
い

い
つ
で
も
水

揚
げ
可

混
獲

魚
を
放

流
可

餌
の
確

保
が
難

し
い

設
置

場
所
が

制
限
さ
れ

る
長

崎
県

定
置

網
通

年
大
量

に
漁

獲
さ
れ

る
こ
と
が

あ
る

設
置

場
所
が

制
限
さ
れ

る
長

崎
県

平
戸

市
の

イ
ス

ズ
ミ

水
揚

げ
量

20

イ
ス

ズ
ミ

最
高

齢
：

4
6
歳

産
卵

開
始

（
出

所
：
水

産
研
究

・
教
育
機

構
）

19

延
縄

と
刺

網
の

組
み

合
わ

せ
の

対
策

延延
縄縄

はは
大大

型型
、、

刺刺
網網

はは
中中

型型
個個

体体
がが

よよ
くく

獲獲
れれ

るる
18

ブ
ダ

イ
の

対
策

餌
は

生
ヒヒ

ジジ
キキ

が
ベ

ス
ト

刺刺
網網

にに
比比

べべ
てて

楽楽

和
歌

山
県

串
本

鯛
鈎

17

17



竹竹
野野

--
旧旧

西西
水水

研研
型型

イ
ス

ズ
ミ

の
対

策
植

食
魚

ト
ラ

ッ
プ

長
崎

県
で

多
く

採
用

さ
れ

て
い

る
24

冬
と

春

・
昼

に
大

群
を

囲
む

・
夜

に
通

り
路

を
遮

断

イ
ス

ズ
ミ

の
対

策

防
波

堤
を

囲
む

通
り

道
を

遮
断

23

夕
方

に
消

波
堤

を
離

れ
て

岸
伝

い
に

南
下

、
翌

日
の

早
朝

に
は

戻
る

水
産

研
究

・
教

育
機

構
（

旧
西

海
区

水
産

研
究

所
）

2
2

22

0

10
00

20
00

30
00

40
00

10
15

20
25

30

numberoffishinds.

w
at

er
te

m
pe

rtu
re

 ℃

NU
M

AZ
U

W
AK

A

HA
ZE

4/
26

/1
1

10
/7

/1
1

12
/1

4/
11

4/
14

/1
2

4/
15

/1
2

4/
13

/1
2

2/
14

/1
1

4/
16

/1
1 12

/1
4/

11

5/
4/

11
10

/8
/1

1
7/

14
/1

1 8/
11

/1
1

8/
11

/1
1

10
/8

/1
1

12
/1

/1
1

12
/1

4/
11

イ
ス

ズ
ミ

の
対

策

観
察
点

c

0
5

1
0

1
5

2
0

2
5

0
-
1
m

1
-
2
m

2
-
3
m

3
-
4
m

4
-
5
m

5
-
6
m

6
-
7
m

7
-
8
m

8
-
9
m

9
-
1
0
m

1
0
-
1
1
m

海底からの高さ

イ
ノ
ト
イ
ス
ズ

ミ
捕

獲
数

ｎ
=
3
2

海
面

網
の

高
さ

イ
ス

ズ
ミ

が
か

か
っ

た
高

さ

防
波

堤
の

先
端

に
集

ま
る

冬
～

春
に

大
群

泳
ぐ

高
さ

が
高

い

21

18



m

コ
ン

ブ
類

ホ
ン

ダ
ワ

ラ
類

3
.海

藻
の

タ
ネ

ま
き

海
藻

の
タ

ネ
が

不
足

し
て

い
る

場
合

に
は

、
周

り
か

ら
海

藻
の

タ
ネ

が
届

か
な

い
と

、
な

か
な

か
藻

場
が

で
き

な
い

。
こ

の
よ

う
な

時
に

母
藻

や
種

苗
を

設
置

し
ま

す
。

た
だ

し
、

母
藻

を
選

ぶ
時

の
注

意
が

必
要

で
す

。

28

壱
岐

市
で

の
植

食
性

魚
類

対
策

•
壱

岐
市

は
磯

焼
け

対
策

協
議

会
を

令
和

2
年

度
に

発
足

さ
せ

た
。

（
壱

岐
振

興
局

と
5
漁

協
）

•
令

和
3
年

度
は

イ
ス

ズ
ミ

捕
獲

員
（

イ
ス

ズ
ミ

ハ
ン

タ
ー

6
7
名

）
で

7
,9

8
4
尾

捕
獲

別
事

業
で

も
2
,6

3
4
尾

捕
獲

し
、

計
1
万

6
1
8
尾

捕
獲

・
ア

イ
ゴ

も
9
,6

4
1
キ

ロ
捕

獲

・
市

は
令

和
元

年
度

か
ら

定
置

網
な

ど
に

掛
か

っ
た

イ
ス

ズ
ミ

を
1
尾

1
5
0
～

2
0
0
円

で

買
い

取
り

、
初

年
度

は
5
,1

9
4
尾

、
2
年

目
は

1
,6

4
3
尾

。
令

和
3
年

度
か

ら
の

イ
ス

ズ
ミ

ハ
ン

タ
ー

か
ら

の
捕

獲
も

加
え

る
と

1
万

9
,4

8
1
尾

駆
除

し
た

こ
と

に
な

る
。

・
令

和
3
年

度
ま

で
は

全
域

磯
焼

け
だ

っ
た

が
、

魚
に

よ
る

食
圧

が
減

っ
た

こ
と

で
、

ヨ
レ

モ
ク

が
繁

茂
し

て
い

る
場

所
が

拡
が

っ
て

い
る

。

2
7

27

植
食

性
魚

類
の

有
効

利
用

対
馬

の
犬

束
さ

ん
の

取
り

組
み

＜
丸

徳
水

産
肴

や
え

ん
＞

26

イ
ス

ズ
ミ

の
対

策
植

食
魚

ト
ラ

ッ
プ

改
良

1
（

浅
所

に
エ

サ
籠

）
改

良
2
（

餌
を

入
り

の
2
重

に
し

た
籠

）
ト

ラ
ッ

プ
内

の
ノ

ト
イ

ス
ズ

ミ

植
食

性
魚

類
を

捕
獲

す
る

ト
ラ

ッ
プ

下
か

ら
撮

影
漏

斗
部

海
底

に
設

置
し

た
エ

サ
籠

25
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母
藻

の
利

用
と

種
苗

生
産

（
カ

ジ
メ

科
の

場
合

）

子
嚢

斑
が

み
ら

れ
る

ク
ロ

メ
生

長
点

や
葉

は
残

し
て

採
取

風
通

し
の

良
い

場
所

で
日

陰
干

し

投
入

(遊
走

子
で

海
水

が
濁

る
)

採
苗

(種
糸

を
巻

い
た

枠
を

入
れ

る
)

室
内

で
1
ヶ

月
ほ

ど
育

て
、

沖
出

し

子
嚢

斑

32

母
藻

を
採

取
す

る
と

き
の

注
意

点

•
子

嚢
斑

の
で

き
た

葉
状

部
だ

け
を

採
取

す
る

。
•

生
長

点
は

必
ず

残
す

。

生
長

点

31

成
熟

母
藻

の
見

分
け

方

カ
ジ

メ
類

ホ
ン

ダ
ワ

ラ
類

生
殖

器
床

子
嚢

斑

•
雄

株
と

雌
株

が
あ

る
•

生
殖

器
床

は
種

類
に

よ
っ

て
大

き
さ

が
異

な
る

子
嚢

斑

生
殖

器
床

30

母
藻

利
用

（
１

年
目

か
ら

タ
ネ

が
拡

散
す

る
）

第
3
版

磯
焼

け
対

策
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
(2

0
2
1
)

29
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生
殖

器
床

の
あ

る
葉

状
部

を
採

取
す

る
。

母
藻

投
入

（
ホ

ン
ダ

ワ
ラ

類
の

場
合

）

1
ヶ

月
経

過
し

て
も

生
育

し
、

タ
ネ

は
計

画
通

り
に

海
底

に
撒

け
た

設
置

直
後

(ネ
ッ

ト
内

に
ワ

カ
メ

も
入

れ
た

) 36

・
種

苗
の

移
植

・
母

藻
の

設
置

母
藻

投
入

（
ワ

カ
メ

の
場

合
）

メ
カ

ブ
を

日
陰

干
し

発
達

し
た

遊
走

子
嚢

ア
サ

リ
ネ

ッ
ト

に
2
-
3
株

入
れ

る

こ
ぶ

し
大

の
石

も
い

れ
る

海
中

へ
投

入

郵
送

子
で

ネ
ッ

ト
付

近
は

濁
る

生
長

し
た

ワ
カ

メ
35

中
間

育
成

後
、

海
底

に
取

り
付

け

ロ
ー

プ
を

海
底

の
石

に
取

り
付

け
1
.5

ヶ
月

経
過

基
質

を
水

中
ボ

ン
ド

で
固

定

生
長

し
た

2
年

後
の

ク
ロ

メ

母母
藻藻

がが
少少

なな
いい

場場
合合

はは
、、

種種
糸糸

（（
種種

苗苗
））

をを
利利

用用
すす

るる
方方

がが
環環

境境
にに

やや
ささ

しし
いい

生
長

し
た

2
年

後
の

ア
ラ

メ

34
中

間
育

成

種
糸

回
収

(沖
出

し
1
ヶ

月
程

経
過

)
種

糸
（

幼
体

の
大

き
さ

3
m

m
程

）
基

質
巻

き
付

け
（

ロ
ー

プ
）

幼
体

(2
週

間
経

過
)

幼
体

(2
週

間
経

過
)

基
質

に
巻

き
付

け
て

、
筏

に
吊

り
下

げ

33
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流
れ

藻
キ

ャ
ッ

チ
ャ

ー
（

流
れ

藻
を

留
め

て
播

種
を

期
待

）

海
面

を
漂

う
流

れ
藻

流
れ

藻
キ

ャ
ッ

チ
ャ

ー

掛
か

っ
た

流
れ

藻
播

種
さ

れ
て

生
え

た
ホ

ン
ダ

ワ
ラ

類

ウ
ニ

フ
ェ

ン
ス

・
ブ

イ
､
刺

網
、

筋
ロ

ー
プ

、
ロ

ー
プ

、
お

も
り

ロ
ー

プ
、

錨
で

構
成

さ
れ

る
・

海
藻

を
生

や
し

た
い

場
所

に
設

置
・

海
底

の
ウ

ニ
密

度
は

下
げ

て
お

く
・

5
月

末
～

7
月

末
に

設
置

・
流

れ
藻

が
見

ら
れ

な
く

な
っ

た
ら

回
収

・
安

価
で

毎
年

利
用

可
能

40

母
藻

防
護

ネ
ッ

ト
（

小
型

化
に

改
良

）
・

時
化

る
よ

う
な

場
所

に
設

置
簡

易
藻

場
礁

（
鉄

筋
と

囲
い

ネ
ッ

ト
で

構
成

、
下

部
に

石
を

詰
め

て
安

定
）

・
母

藻
防

護
ネ

ッ
ト

を
小

型
に

改
良

編
地

、
浮

ロ
ー

プ
、

チ
ェ

ー
ン

で
構

成

・
そ

れ
ぞ

れ
核

藻
場

と
し

て
、

タ
ネ

の
供

給
場

所
と

な
る

。

食
害

を
受

け
ず

に
大

き
く

育
っ

た
ホ

ン
ダ

ワ
ラ

類
39

植
食

性
魚

類
が

多
い

場
所

で
の

母
藻

設
置

・
ワ

カ
メ

を
育

て
た

ロ
ー

プ
を

海
底

に
設

置
し

た
後

、
ア

イ
ゴ

や
イ

ス
ズ

ミ
な

ど
の

摂
食

に
よ

り
、

1
週

間
程

度

で
藻

体
は

消
失

し
た

。

・
対

策
と

し
て

母
藻

防
護

ネ
ッ

ト
を

作
成

し
設

置
し

た
。

ア
ン
カ
ー

ブ
イ

チ
ェ
ー
ン

ワ
カ
メ
ロ
ー
プ

上
か
ら
の
図

横
か
ら
の
図

横
か
ら
の
図

1.
8m

27
m

8m

ネ
ッ
ト

38
37
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定
期

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
方

法
に

つ
い

て

－
海

藻
・

海
草

の
被

度
計

測
－


本本

活活
動動

でで
はは

、、
対対

象象
生生

物物
のの

増増
加加

量量
をを

毎毎
年年

のの
成成

果果
とと

しし
てて

評評
価価

しし
まま

すす
。。

そ
の

方
法

と
し

て
、

定
期

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

時
に

は
、

海
藻

・
海

草
の

被
度

、
あ

る
い

は
面

積
を

計
測

す
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

こ
こ

で
は

、
海海

藻藻
・・

海海
草草

のの
被被

度度
のの

計計
測測

方方
法法

を
紹

介
し

ま
す

。

※
被

度
と

は
、

海
底

面
に

お
け

る
海

藻
・

海
草

が
覆

っ
て

い
る

割
合

（
％

）
を

示
す

も
の

。

被
度

を
計

測
す

る
定

点
は

、
左

の
「

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
手

引
き

」
で

は
、

協
定

面
積

に
応

じ
て

、
下

記
の

と
お

り
設

定
す

る
こ

と
が

決
め

ら
れ

て
い

ま
す

。

左
の

Q
R
コ

ー
ド

を
読

み
取

り
、

ス
マ

ホ
で

「
手

引
き

」
を

読
み

取
れ

ま
す

。
ス

マ
ホ

画
面

に
シ

ョ
ー

ト
カ

ッ
ト

と
し

て
追

加
す

れ
ば

、
タ

ッ
プ

で
開

け
て

便
利

で
す

。

協協
定定

面面
積積

がが
11
00
hh
aa未未

満満
55
箇箇

所所
以以

上上
のの

モモ
ニニ
タタ
リリ
ンン
ググ
定定

点点
をを
設設

置置

協協
定定

面面
積積

がが
11
00
～～

55
00
hh
aa

11
00
箇箇

所所
以以

上上
のの

モモ
ニニ
タタ
リリ
ンン
ググ
定定

点点
をを
設設

置置

協協
定定

面面
積積

がが
55
00
hh
aa以以

上上
22
00
箇箇

所所
以以

上上
のの

モモ
ニニ
タタ
リリ
ンン
ググ
定定

点点
をを
設設

置置

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

定
点

の
設

定
数

44

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
イ

メ
ー

ジ

・
観

察
は

、
船

上
か

ら
行

っ
た

り
、

素
潜

り
な

ど
で

行
う

43

4
.定

期
モ

ニ
タ

リ
ン

グ

42

流
れ

藻
ス

ト
ッ

カ
ー

（
流

れ
藻

が
流

れ
て

こ
な

い
内

湾
等

で
使

用
）

（
イ

ス
ズ

ミ
が

獲
れ

な
く

な
っ

た
後

、
流

れ
藻

が
み

ら
れ

る
5
月

末
～

7
月

下
旬

ま
で

の
間

使
用

）

イ
ス

ズ
ミ

ト
ラ

ッ
プ

の
網

地
を

交
換

し
て

、
流

れ
藻

ス
ト

ッ
カ

ー
と

し
て

利
用

※
8
月

か
ら

1
月

頃
は

洗
浄

後
陸

上
で

保
管

し
、

冬
～

春
ま

で
は

再
度

網
を

交
換

し
て

イ
ス

ズ
ミ

ト
ラ

ッ
プ

と
し

て
使

用

網
の

下
が

空
い

て
い
る

の
で

、
播

種
後

に
浮

袋
の

機
能

が
無

く
な

っ
た

ホ
ン

ダ
ワ

ラ
類

は
海

底
に

沈
む

漁
の

帰
り

に
流

れ
藻
を

見
つ

け
た

ら
、

回
収

し
、

上
か

ら
ネ
ッ

ト
の

中
に

入
れ

て
お

く
だ

け

41
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．

①
大

型
海

藻

無
節

サ
ン

ゴ
モ

付
着

動
物

裸
地

・
砂

地

③③
そそ

のの
他他

※
 藻

場
の

被
度

＝
①

大
型

海
藻

＋
②

小
型

海
藻

景
観

被
度

＝
①

+
②

+
③

そ
の

他
＝

1
0

0
％

②②
小小

型型
海海

藻藻
①①

大大
型型

海海
藻藻

・・
海海

草草

48

被
度

を
調

べ
る

方
法

（
景

観
被

度
法

）

一一
視視

野野
内内

にに
見見

ええ
てて

いい
るる

海海
底底

景
観

被
度

法
の

計
測

手
順

①
事

前
に

決
め

た
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
定

点
に

船
を

移
動

②
潜

水
し

、
海

中
ま

た
は

海
面

を
遊

泳
す

る

③
海

底
を

見
回

し
、

一
視

野
内

の
海

藻
の

被
度

を
計

測
す

る

④
で

き
る

だ
け

真
上

か
ら

海
底

が
映

る
よ

う
に

写
真

を
撮

影
す

る
（

右
の

写
真

参
照

）


潜

水
や

素
潜

り
が

必
要


観

察
者

と
海

底
と

の
間

に
距

離
が

あ
る

場
合

は
被

度
の

判
断

が
難

し
く

な
る

。


景

観
被

度
と

は
？

海
底

を
直

上
か

ら
１

視
野

内
に

見
え

る
海

藻
の

割
合

を
計

測
す

る
。

計
測

に
あ

た
っ

て
は

、
海

底
に

対
す

る
３ ３

つつ
のの

区区
分分

の
投

影
面

積
を

計
測

す
る

た
め

、
合

計
が

必
ず

1
0
0
％

と
な

る
。

景景
観観

被被
度度

のの
区区

分分
はは

３３
つつ

①①
大大

型型
海海

藻藻

②②
小小

型型
海海

藻藻

③③
そそ

のの
他他

（（
裸裸

地地
・・

砂砂
地地

なな
どど

））

藻
場

の
被

度
＝

①
＋

②

①
＋

②
＋

③
＝

1
0
0
％

47

被
度

を
調

べ
る

方
法

（
コ

ド
ラ

ー
ト

法
）

被
度

を
調

べ
る

２
つ

の
計

測
方

法
が

紹
介

さ
れ

て
い

ま
す

。

①
方

形
枠

を
用

い
る

方
法

（
コ

ド
ラ

ー
ト

法
）

②
方

形
枠

を
用

い
な

い
方

法

方方
形形

枠枠
（（

ココ
ドド

ララ
ーー

トト
））

（（
11
ｍｍ

××
11
ｍｍ

））


コ

ド
ラ

ー
ト

法
の

計
測

手
順

①
事

前
に

決
め

た
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
定

点
に

船
を

移
動

②
コ

ド
ラ

ー
ト

を
も

っ
て

潜
水

③
海

底
の

植
性

が
代

表
す

る
場

所
に

方
形

枠
を

置
い

て
、

枠
内

の
海

藻
の

被
度

を
計

測
す

る

④
で

き
る

だ
け

真
上

か
ら

方
形

枠
が

映
る

よ
う

に
写

真
を

撮
影

す
る

（
右

の
写

真
参

照
）


潜

水
や

素
潜

り
が

必
要

。


平

均
的

な
植

性
の

場
所

に
枠

を
置

く
の

こ
と

に
対

し
て

の
慣

れ
が

必
要


心

理
的

に
、

コ
ド

ラ
ー

ト
を

置
く

場
所

は
、

海
藻

が
繁

茂
し

た
場

所
に

設
置

し
て

し
ま

う

傾
向

が
あ

る
。

そ
の

た
め

、
そ

の
場

所
の

藻
場

が
過

大
評

価
さ

れ
る

こ
と

が
あ

る
。

今
後

の
観

察
方

法
は

、
次

ペ
ー

ジ
か

ら
の

景
観

被
度

法
に

替
え

て
い

っ
て

く
だ

さ
い

。

46

景
観

被
度

と
は

景
観

被
度

の
定

義

景
観

被
度

と
は

、
海

底
を

直
上

か
ら

見
て

、
あ

る
区

分
の

投
影

面
積

が
海

底
面

に
占

め
る

割
合

(
％

)
で

あ
る

。
各

区
分

の
合

計
は

必
ず

1
0
0
％

と
な

る
。

46
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大
型

海
藻

5
０

％
小

型
海

藻
3
０

％
そ

の
他

２
０

％

合
計

は
必

ず
１

０
０

％
52

残
り

は
「

大
型

」
と

「
小

型
」

８
０

％

「
小

型
」

は
3
0
％

「
大

型
」

は
5
0
％

51

ま
ず

は
「

そ
の

他
」

の
被

度
は

２
０

％
50

※
大

型
海

藻
の

幼
体

は
、

小
さ

く
て

も
大

型
海

藻

①
大

型
海

藻

ワ
カ

メ
ワ

カ
メ

の
幼

体

ク
ロ

メ
ク

ロ
メ

の
幼

体

イ
ソ

モ
ク

の
幼

体

ア
カ

モ
ク

の
幼

体
ヨ

レ
モ

ク
の

幼
体

ノ
コ

ギ
リ

モ
ク

の
幼

体

ホ
ン

ダ
ワ

ラ
の

幼
体

4
9
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【
景

観
被

度
の

計
測

の
考

え
方

】

枠
内

に
占

め
る

、
大

型
海

藻
、

小
型

海
藻

、
そ

の
他

の
面

積
を

目
分

量
で

整
理

し
て

行
く

①
大

型
海

藻
：

5
0
％

②
小

型
海

藻
：

2
0
％

③
そ

の
他

：
1
0
0
－

（
①

＋
②

）
＝

3
0
％

大
型

海
藻

小
型

海
藻

そ
の

他

【
演

習
】

大大
型型

海海
藻藻

：：
77
00
％％

小小
型型

海海
藻藻

：：
11
00
％％

そそ
のの

他他
：：

22
00
％％

大大
型型

海海
藻藻

：：
66
00
％％

小小
型型

海海
藻藻

：：
11
00
％％

そそ
のの

他他
：：

33
00
％％

大大
型型

海海
草草

：：
44
00
％％

小小
型型

海海
藻藻

：：
00
％％

そそ
のの

他他
：：

66
00
％％

大大
型型

海海
藻藻

：：
22
55
％％

小小
型型

海海
藻藻

：：
55
00
％％

そそ
のの

他他
：：

22
55
％％

56

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

結
果

の
記

入
先

モモ
ニニ

タタ
リリ

ンン
ググ

定定
点点

をを
記記

入入

計計
測測

しし
たた

藻藻
場場

のの
被被

度度
をを

記記
入入

代代
表表

的的
なな

海海
藻藻

種種
をを

記記
入入

□□
のの

代代
表表

種種
のの

おお
よよ

そそ
のの

大大
きき

ささ
をを

なな
どど

をを
記記

入入

□□
でで

計計
測測

しし
たた

被被
度度

のの
平平

均均
値値

をを
記記

入入

・・
大大

型型
海海

藻藻
がが

生生
育育

しし
てて

いい
るる

水水
域域

でで
はは

大大
型型

海海
藻藻

のの
みみ

のの
被被

度度
がが

良良
いい

・・
貧貧

植植
生生

場場
（（

被被
度度

55
%%

未未
満満

））
のの

水水
域域

でで
はは

、、
小小

型型
海海

藻藻
のの

被被
度度

もも
藻藻

場場
とと

しし
てて

考考
ええ

てて
良良

いい
・・

将将
来来

的的
にに

はは
大大

型型
海海

藻藻
のの

被被
度度

のの
合合

計計
とと

小小
型型

海海
藻藻

のの
被被

度度
はは

分分
けけ

るる
べべ

きき
55

・
現

地
野

帳
は

、
塩

ビ
板

と
鉛

筆
を

紐
な

ど
で

結
ん

た
も

の
の

上
に

、
耐

水
紙

を
貼

り
、

水
中

や
海

面
な

ど
で

観
察

結
果

を
記

載
す

る
。

・
耐

水
紙

に
は

、
レ

ー
ザ

プ
リ

ン
タ

ー
で

記
録

す
べ

き
項

目
な

ど
を

印
刷

し
て

お
く

と
記

入
忘

れ
が

無
い

。
・

陸
に

戻
っ

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
整

理
表

に
転

記
す

る
。

現
地

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ー

ト
の

例

54

活動
組織

名
モニ

タリ
ング

シー
ト 

 /
天気

 ：
 

日 
 時

令和
  

年 
 月

  
日

出港
： 

  
 〜

帰港
： 

  
⼤潮

・中
潮・

⼩潮
・若

潮・
⻑潮

担当
者名

 水
中観

察：
  

  
  

  
  

  
  

  
 船

上記
録：

  
  

  
  

船⻑
： 

  
  

 波
高：

  
 ｍ

、透
視距

離：
  

ｍ

  
  

  
モニ

タリ
ング

場所
：

水深 被度 個体
数

  
  

  
モニ

タリ
ング

場所
：

水深 被度 個体
数

※透
視距

離は
、水

中で
水平

方向
に見

るこ
との

でき
る距

離（
20c

m程
の魚

の種
類が

わか
る距

離の
イメ

ージ
）

A4
 10

0枚
 0.1

2m
m レ

ーザ
ーピ

ーチ
 松

本用
紙店

 
ht
tp
s:/

/w
ww

.m
or
iic
hi-

ne
t.c

o.j
p/

pr
od

uc
ts
/c

at
55

写真
チェ

ック
 / 

 遠
景□

  
近景

□ 
 横

から
□ 

 主
要な

海藻
□ 

 主
要な

生物
□ 

 作
業状

況□

観察
時間

  
  

  
/ 

  
  

水深
（ 

  
）m

、補
正水

深 
（ 

  
 ）

ｍ

⼤型
海藻

の被
度（

  
 ）

％、
⼩型

海藻
の被

度（
  

 ）
％、

その
他（

  
 ）

％ 
： 

合計
は1

00%
とな

る。
+は

5%
未満

を示
す。

ワカ
メ（

 ）
％、

アラ
メ類

（ 
）％

、ホ
ンダ

ワラ
類（

 ）
％：

代表
的な

⼤型
海藻

（ 
  

  
  

％、
藻⻑

 c
m）

、（
  

  
  

 ％
、藻

⻑ 
cm

）代
表的

な⼤
型海

藻（
  

  
  

 ％
、藻

⻑ 
cm

）

観       察

写真
チェ

ック
 / 

 遠
景□

  
近景

□ 
 横

から
□ 

 主
要な

海藻
□ 

 主
要な

生物
□ 

 作
業状

況□

観       察

観察
時間

  
  

  
/ 

  
  

水深
（ 

  
）m

、補
正水

深 
（ 

  
 ）

ｍ

⼤型
海藻

の被
度（

  
 ）

％、
⼩型

海藻
の被

度（
  

 ）
％、

その
他（

  
 ）

％ 
： 

合計
は1

00%
とな

る。
+は

5%
未満

を示
す。

ワカ
メ（

 ）
％、

アラ
メ類

（ 
）％

、ホ
ンダ

ワラ
類（

 ）
％：

代表
的な

⼤型
海藻

（ 
  

  
  

％、
藻⻑

 c
m）

、（
  

  
  

 ％
、藻

⻑ 
cm

）代
表的

な⼤
型海

藻（
  

  
  

 ％
、藻

⻑ 
cm

）

平均
的な

場所
でウ

ニ密
度の

観察
：ガ

ンガ
ゼ（

  
）個

体/
㎡ 

  
，ム

ラサ
キウ

ニ（
  

）個
体/

㎡、
その

他気
付い

た事
（ 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
）

代表
的な

⼩型
海藻

（ 
  

  
  

 、
  

  
  

  
、 

  
  

  
 、

  
  

  
 ）

、そ
の他

気づ
いた

事（
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 ）
優占

代表
的な

⼩型
海藻

（ 
  

  
  

 、
  

  
  

  
、 

  
  

  
 、

  
  

  
 ）

、そ
の他

気づ
いた

事（
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 ）

備 
考

・優
占種

の⼩
型海

藻は
、種

名が
わか

れば
種名

とそ
の被

度を
記入

。わ
から

なけ
れば

特徴
と被

度を
記入

。例
：き

れい
なピ

ンク
が1

0%
、緑

色が
15%

など
。

・ウ
ニ類

は、
平均

的な
とこ

ろを
見渡

し、
1㎡

換算
して

記録
する

。例
：約

2m
×2

mで
16個

のム
ラサ

キウ
ニで

あれ
ば、

16÷
4で

4個
体/

㎡と
なる

。

優占

平均
的な

場所
でウ

ニ密
度の

観察
：ガ

ンガ
ゼ（

  
）個

体/
㎡ 

  
，ム

ラサ
キウ

ニ（
  

）個
体/

㎡、
その

他気
付い

た事
（ 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
）

5
0

3
0

2
0

1
0

0
4

0

フ
ク

ロ
ノ

リ
2

5
､
緑

+

1
0

：
5

0
2

.5

4
0

※
 観

察
し

た
結

果
は

、
自

分
た

ち
で

作
成

し
た

野
帳

に
記

録
す

る
。

陸
に

戻
っ

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
整

理
表

に
転

記
す

る
。

現
地

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ー

ト
の

例

53
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60

春
藻

場
の

特
徴

い
き

な
り

カ
ジ

メ
類

を
造

成
す

る
よ

り
、

春
藻

場
造

成
の

方
が

成
功

し
や

す
い

。
た

だ
し

、
藻

場
の

安
定

性
は

欠
け

る
た

め
、

油
断

す
る

と
す

ぐ
に

消
失

す
る

か
も

。
春

藻
場

を
少

し
で

も
四

季
藻

場
の

機
能

に
近

づ
け

る
に

は
、

夏
以

降
も

茂
る

小
型

海
藻

も
同

時
に

増
や

す
こ

と
が

望
ま

し
い

。

大
型

の
多

年
生

海
藻

で
構

成
さ

れ
る

藻
場

だ
が

、
夏

か
ら

初
冬

ま
で

の
間

は
磯

焼
け

の
様

相
と

な
る

。
晩

冬
か

ら
初

夏
に

し
か

形
成

さ
れ

な
い

。
ア

ワ
ビ

や
イ

セ
エ

ビ
を

育
て

る
機

能
は

、
四

季
藻

場
に

比
べ

る
と

劣
る

。

第
3
版

磯
焼

け
対

策
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
(2

0
2
1
)

景
観

被
度

法
の

Q
＆

A

Ｑ
１

：
浮

遊
し

な
が

ら
真

下
の

海
底

面
の

写
真

撮
影

が
で

き
な

い
？

Ａ
１

：
真

下
に

こ
だ

わ
ら

ず
、

斜
め

か
ら

、
真

横
で

も
構

わ
な

い
の

で
、

全
体

が
把

握
で

き
る

よ
う

に
複

数
枚

の
写

真
を

撮
影

し
て

く
だ

さ
い

。

Ｑ
２

：
大

型
海

藻
と

小
型

海
藻

の
判

読
が

で
き

な
い

場
合

は
ど

う
す

る
か

？
Ａ

２
：

写
真

を
撮

影
し

、
わ

か
ら

な
い

海
藻

種
は

、
サ

ポ
ー

ト
専

門
家

や
地

元
の

水
産

試
験

場
等

に
相

談
し

て
く

だ
さ

い
。

Ｑ
３

：
海

藻
が

横
臥

し
て

い
て

、
下

に
隠

れ
た

海
藻

が
よ

く
わ

か
ら

な
い

場
合

は
ど

う
す

る
の

か
？

Ａ
３

：
見

え
る

海
藻

の
み

で
判

読
し

、
合

計
が

1
0
0
％

に
な

る
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。

Ｑ
４

：
濁

っ
て

い
て

判
読

が
で

き
な

い
場

合
は

ど
う

す
る

の
か

？
Ａ

４
：

日
に

ち
を

改
め

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。

59

写
真

撮
影

（
枠

は
無

く
て

も
良

い
）

遠
景

写
真

（
2
～

3
m

四
方

の
イ

メ
ー

ジ
）

横
か

ら
の

写
真

（
拡

が
り

が
分

か
る

）

ウ
ニ

の
写

真
（

平
均

的
な

所
）

作
業

写
真

（
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
状

況
）

近
景

写
真

（
大

型
や

小
型

海
藻

な
ど

）
58

潜
水

で
き

る
場

合
の

ウ
ニ

密
度

は
、

広
く

調
べ

る
(1

m
×

1
0
m

)

・
ウ

ニ
密

度
(潜

水
器

材
を

用
い

た
場

合
）

・
ウ

ニ
密

度
(素

潜
り

の
場

合
）

多
い

所
少

な
い

所

平
均

的
な

所

素
潜

り
の

場
合

は
代

表
的

な
場

所
で

観
察

す
る

1
m

の
感

覚
を

覚
え

れ
ば

枠
を

使
用

せ
ず

と
も

良
い

57
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ご
清

聴
有

り
難

う
御

座
い

ま
し

た

水
産
庁
磯
焼
け
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

今
回
の
発
表
に
は
、
オ
フ
ィ
ス
M
OB
Aの

中
嶋
さ
ま
の
資
料
を

一
部
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

62

藻
場

が
無

く
な

っ
た

順
番

1
ア

ラ
メ

や
ク

ロ
メ

等
の

カ
ジ

メ
類

2
ホ

ン
ダ

ワ
ラ

類

3
小

型
海

藻

4
磯

焼
け

の
状

態

回
復

さ
せ

る
順

番

1
磯

焼
け

の
状

態

2
小

型
海

藻

3
ホ

ン
ダ

ワ
ラ

類
（

春
藻

場
構

成
種

）
ワ

カ
メ

や
ア

ン
ト

ク
メ

な
ど

（
一

年
生

）

4
ホ

ン
ダ

ワ
ラ

類
（

周
年

生
え

る
タ

イ
プ

）

5
ア

ラ
メ

や
ク

ロ
メ

等
の

カ
ジ

メ
類

・
藻

場
を

回
復

さ
せ

る
に

は
、

現
地

で
状

況
を

確
認

（
藻

場
の

構
成

種
や

生
育

状
況

、
地

形
、

水
深

、
波

当
た

り
、

過
去

の
情

報
な

ど
）

調
査

を
行

い
、

そ
の

場
所

に
適

し
た

種
を

選
出

す
る

。

・
初

め
か

ら
広

範
囲

で
の

藻
場

の
回

復
を

目
指

す
の

で
は

な
く

、
や

り
易

い
場

所
を

選
択

し
、

狭
い

範
囲

で
も

良
い

の
で

、
き

ち
ん

と
成

果
を

出
し

て
い

く
と

、
み

ん
な

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
続

き
ま

す
。

ウ
ニ 魚

・
回

復
は

藻
場

が
消

失
し

て
い

く
順

番
を

逆
戻

り
し

て
い

く
よ

う
な

感
じ

で
対

策
を

行
う

こ
と

が
望

ま
し

い
。

・
回

復
は

複
合

（
食

害
生

物
の

除
去

と
タ

ネ
播

き
）

で
行

う
方

が
効

果
が

出
や

す
い

。

61

藻
場

の
崩

壊
と

回
復

の
順

序

28



 

１）海の森天王（秋田県 潟上市） 
 
【活動における課題】 

消波ブロック周辺が藻場である事から定点モニタリングを行っているが、日本海に面

しており、且つ水深が浅い為、台風や冬季の波浪による衰退や消失が考えられる。

また、活動期間であっても高波や河川からの流入で濁りが発生し、作業環境が整う機会

が少ない。                             

 

【活動の目標】 

令和３年度：初年度につき、漁業に必要な藻場の保全、回復を目標とする。 

令和４年度：昨年の実績を基に、成果が得られるよう持続的に活動する。 

 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

岩盤清掃 電動ハンマー及び、人力に

よるハツリ作業 

1.3ha 水深が浅いため、波

の影響を受けやす

く作業が容易では

ない。 

食害生物の 

駆除 

潜水による人力作業 アカニシ 300 ㎏

イボニシ 200 ㎏

クロダイ  45 尾 

対象範囲が広く、人

員と時間を要する。

モニタリン

グ 

定点観察・景観被度 定点 6 カ所     

海藻が定着し、生育

している。 

時化や降雨後では、

記録(写真)を残す

のが難しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③参加活動組織実績資料 
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【活動状況の写真】 

 
説明：岩盤清掃状況(電動ハンマー) 説明：岩盤清掃状況(人力) 

 
説明：岩盤清掃完 説明：定点モニタリング 

  

  
説明：海藻の種類 説明：食害生物の駆除（クロダイ） 

 
説明：食害生物の駆除（アカニシ貝） 説明：食害生物の駆除（アカニシ貝） 
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２）石
い

鏡
じか

地区藻場保全活動組織 （三重県 鳥羽市） 
 
【活動における課題】 

 アイゴによる捕食圧が、この数年の黒潮大蛇行とほぼ同じタイミングで高まり、これ

までよりも高潮位が重なることもあって、潮間帯のヒジキが衰退しているほか、カジメ

やサガラメ等の大型褐藻類の食害も顕著。小規模に存在していたアマモ場も食害により

ほぼ消失したため、保護枠を設置して過保護に保全することで食害は免れている。ヒジ

キの移植などにも成功はしているが、自然現象として静かにモニタリングを続けるべき

か、どこまで手を掛けるべきかが悩みどころ。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度： 

平成 29 年度： 

平成 30 年度：藻場の保全、モニタリング、普及啓発（ヒジキ移植、アカモク天然採苗）

令和元年度：藻場の保全、モニタリング、普及啓発（ヒジキ移植、アカモク天然採苗）

令和２年度：藻場の保全、モニタリング、普及啓発（ヒジキ移植、アカモク天然採苗）

令和３年度：藻場の保全、モニタリング、普及啓発（アマモ場造成） 

令和４年度：藻場の保全、モニタリング、普及啓発（アマモ場造成） 

 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

ヒジキ移植 港湾内のヒジキを母藻とし

て、岩盤へ移植 

移植可能な条件とな

る日当たり、岩盤面

の湿度等をクリアす

れば移植が可能とな

った。黒潮の高潮位

に合わせた場所へ移

植することで、現在

では完全に定着。 

・手間がかかる。 

・当たり前だけれど

ヒジキしか増えな

い。 

アマモ場造

成 

保管していた種子を秋口に

播種する際、鉄製のワイヤ

ーメッシュや丸棒で枠を作

り、周囲にネットを張って

食害を防除しながら造成。 

保護枠外では食害が

顕著であるが、保護

枠内では順調に生育

している。 

・ネットの張り替え

に手間がかかる。 

・広げようと思えば

どこまででも広げ

られるが、どこまで

広げるか？が課題。

海中林モニ

タリング 

基本的にはモニタリングに

徹し、適切に打つべき手が

あれば着手する。 

衰退している様子は

認められるが消失に

は至らない。 

・ウニ駆除等の要望

もあるが、余計な手

を加えることで引

き起こる事態への

懸念。藻場自体、現

時点ではどちらか

と言えばまだまだ

健全。 
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【活動状況の写真】 

 
説明：伊勢志摩固有種である

ナガシマモクの新産地発見

（分布の北限） 

説明：アマモ保全用保護枠 説明：保護枠内のアマモ 

 
説明： 保護枠外にて食害を

受けるアマモ 

説明：移植に成功したヒジキ 説明： 食害が目立つカジメ

場 

 

説明：食害を受けるサガラメ 説明：捕食跡から伸びる新芽 説明： 石灰藻類が増えつつ

あるが褐藻類の新規加入も

認められる 

 
説明：2014 年に設置された海

藻くん 

説明：2014 年に設置された海

藻くん 

説明： 2014 年に設置された

海藻くん 
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３）甲賀地区景観環境保全会（三重県 志摩市） 
 
【活動における課題】 

先行する志摩市波切地区・船越地区をお手本に、平成 30 年度より活動を始めたものの、

当初はアマをはじめとする漁民の海洋環境の保全意識は低かった。たとえば、分解可能な

自然由来の物ではない石油化学製品（プラスチックなど）を普段平気で浜裾に捨てるよう

な輩が多かった。浜掃除もあくまでも年中行事としてルーティーンでいやいや参加とい

う按排であった（魂ここに在らず）。意識一つからの改善は進んでおり、職場たる海洋環

境の保全と多様な生態系の持続のために、当組織は務めている。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度： 

平成 29 年度： 

平成 30 年度：活動開始初年：組織の成員の環境保全意識の向上と実践。 

令和元年度：活動２年目：前年の流れでの環境保全活動の円滑な実践。 

令和２年度：活動３年目：当初の協定上の活動最終年であり、その総括。 

令和３年度：活動４年目：培った海洋環境の保全意識の総括とさらなる持続。 

令和４年度：活動５年目：さらなる保全活動の進展と、地域間の連携・協力。 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

 

平成 30 年度 

令和元年度 

  ２年度 

  ３年度 

 

【漂流漂着物、

堆積物の処理】

＜モニタリング＞ 東京海洋

大学・山川紘先生と藤本准教

授の指導のもと、ヒジキ・フ

ノリなど潮間帯の植生を分

析する。 

＜海浜清掃＞ 活動開始後に

大型台風が二年連続襲来し、

その膨大なゴミ処理を女性

と地域住民も動員し無事完

遂。その後、活動は定着した。

春１回を基本とし、

多い年は年２回の

調査を岸（磯場）よ

り行っている。 

---------------

海浜清掃は、大々

的には例年ほぼ３

－４回おこない、

小規模活動も時化

ごとに不定期に行

っている。 

通年かつ年度を跨いでのモニ

タリング成果の比較を目指

す。一方で一年藻の植生の変

遷が激しく、戸惑いもある。

-------------------------

イセエビ漁の繁忙期１０月に

は、男手の動員が困難となる。

高齢者の参加が習慣づけられ

たのは好ましいが、予算枠を

超え、財政的に極めて厳しい。

 

 

 

 

平成 30 年度 

令和元年度 

  ２年度 

  ３年度 

 

【藻場の保全】

 

＜モニタリング＞ もともと

対象区域の半分をコドラード

法、もう半分を景観被度によ

り調査してきた。しかし、海

洋環境の特性（アカモク繁茂）

に鑑み、令和２年度からは、

景観被度のみに切り替え。 

＜海藻の種苗投入＞ 当初は

成熟したアラメ子葉より採取

した遊走子をもちい着底を試

み、それを海底に設置した。

＜母藻の設置＞ スポアバッ

グ法による種付を成員によ

り行っている。 

＜食害生物除去＞ 対象区域

の黒ウニ（ムラサキウニ）が

磯焼けの進行に歩調を合わ

せ増大しているため、除去活

動の頻度を上げている。 

＜平成30年度＞ 

モニ5/28，12/10

／ 母藻11/27／ 

種苗12/14-15／ 

除去7/24 

＜令和元年度＞ 

モニ11/16／ 母藻

11/15-16／ 種苗

12/14-15／ 除去

6/1,7/23,30 

＜令和２年度＞ 

モニ8/29,2/4／ 

母藻11/28／ 種苗

11/17／ 除去

6/6,24,7/22, 8/29

＜令和３年度＞  

モニ2/17／ 母藻・

種苗12/3／ 除去

5/30-31,8/22,1/28

活動開始の直後から、活動

歴の上積みとともに、それぞ

れの手法をさまざまな要因に

より切り替えてきた。モニタ

リングの時期はようやく春先

に落ち着いた。アラメ母藻は

刺網漁でかかってきたもの

（遊走子が死滅流出する前の

鮮度あるもの）をすぐに回収

し、それを設置するようにな

った。磯焼けの進行のさなか、

わざわざ生きた個体を採取す

るわけにはいかない。これか

らも新たに工夫せねばなら

ぬ。ウニ除去は、志摩市水産

課の事業予算での活動（単独

事業）と連動させ、効果を図

っている。このサポートは組

織運営にたいへん役立ってお

り、志摩市に感謝している。
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【活動状況の写真】 

 
説明：県研究所員レクチャー 説明：成熟アラメ子葉の解説 説明：アラメ母藻採取１ 

 
説明：アラメ母藻採取２ 説明：スポアバッグ作成 説明：海中のスポアバッグ 

 
説明：東京海洋大学のご指導 説明：海洋大・山川博士の説明 説明：アラメ遊走子の確認１

 
説明：アラメ遊走子の確認２ 説明：ウニ除去をする海女 説明：ウニ除去作業メンバー
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４）志和藻場を守る会（高知県 高岡郡四万十町） 
 
【活動における課題】 

 志和地区は高知県西南部に位置し、地区沿岸にはホンダワラ等の藻場が広がっていた

が、十数年前から磯焼けの状態が続いている。食害生物であるウニ類や魚類を駆除する

ことにより、徐々に藻場の再生が見られるため、今後も継続した取り組みが必要である

と感じている。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：母藻設置、食害生物（ウニ類・魚類）駆除、モニタリング 

平成 29 年度：   同上 

平成 30 年度：   同上 

令和元年度：   同上 

令和２年度：   同上 

令和３年度：   同上 

令和４年度：   同上 

 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 母藻の設置（移殖

カゴによる海藻

種苗設置） 

R3 実績：90 基設置 

・毎年、同様の方法により

母藻の移殖を行っており、

これにより新たな藻の生

育が確認できている。 

・大きく安定した湾でな

いため、海水温や台風等

の高波により、生え方や

定着の状態に差が出てい

る。 

ウニ類の駆除（素

潜りによるウニ

除去） 

R3 実績：9,630 個駆除 

・継続的な駆除作業により

大きなウニの個体数が減

少してきている。 

・協定区域を拡大して作

業したい半面、自然相手

のものであり大変さがあ

る。 

食害魚類の駆除

（刺網によりｲｽ

ｽ ﾞ ﾐ等魚類の駆

除） 

R3 実績：59 匹 

・過去には 300 匹程度を駆

除していたが、近年は若干

減少傾向にある。 

・網の入れ方や海の状況

により駆除数は変わって

くるが、藻場の広がり方

によっては再度増加して

くる可能性もある。 

モニタリング（定

点 5 カ所の潜水

調査） 

R3 実績：2日間 

（日常モニタリング 4回）

・海藻の密度やウニ個体数

の把握を実施している。 

・毎年モニタリングを実

施する中で、藻の種類や

生え方も様々であり、今

後も継続的に調査を実施

する。藻場は少なからず

拡大しており、より効率

的な方法で続けていかな

いといけない。 
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【活動状況の写真】 

   

事業打合せ 移殖カゴの準備 移殖カゴの設置 

   

素潜りによるウニ類の駆除 素潜りによるウニ類の駆除 駆除したウニ類 

   

刺網による魚類駆除 刺網による魚類駆除 駆除した魚類 

   

日常モニタリング 定期モニタリング 定期モニタリング 
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５）博多湾環境保全伊崎作業部会（福岡県福岡市） 

 

【活動における課題】 

 

 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度～令和 4 年度：博多湾の環境改善保守、水揚向上 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

干潟等の保全 死殻の除去 17.4ｈａ 

除去量 3，008ｋｇ 

 

 機能発揮の為の生物移植 アサリ移植量 

 ４，９３０ｋｇ 

 

 耕耘 17.4ha  34 回 

回収ゴミ 14,456 ㎏  

 

藻場の保全 食害生物の除去 ウニ除去  14,700 個  

海洋汚染等の

原因となる漂

流、漂着物、堆

積物処理 

漁業者が行う砂浜、海底、

沖等の廃棄物等の処理 

133.55ｈ 

海底ゴミ 

回収量  32,036ｋｇ 
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【活動状況の写真】 

 
説明：干潟の保全（海底耕耘

道具整備）  

説明：海底耕耘中 説明：機能発揮の為の生物移

植（アサリ）使用じょれん  

 
説明：室見川であさり採取 説明： 鵜来島周辺へ移植 説明： 死殻の除去作業 

 
説明：干潟の保全（死殻の除

去作業中） 

説明：(藻場の保全) 食害生

物の除去 

説 明 ： ( 藻 場 の 保 全 ) 

食害生物の除去 

 
説明：漂流、漂着物、堆積物

処理海底清掃作業中 

説明：海底清掃ごみ荷揚げ中 説明： 海底ゴミ回収 
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６）鎮西地区藻場保全活動の会（佐賀県 唐津市） 
 
【活動における課題】 

現在、当活動組織は玄海地区に点在する磯焼けの主な原因となっている食害生物（ガン

ガゼ等）を駆除し、藻場の維持・改善を図っているところである。その成果として、藻

場が改善傾向にある地点も見受けられるが未だ磯焼け問題の解決には至っていない。今

後、水産多面的機能発揮対策事業の枠内にとどまらず自主的な活動が必要であり、漁業

者の資源に対する意識改革が早急な課題といえる。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度～令和 4 年度 

食害生物の駆除及び藻場の維持・改善 

漁業者の藻場保全意識・理解の向上。 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 ・食害生物の駆除 

（ガンガゼ・ムラサキウニ・

ラッパウニ） 

・モニタリング 

（50㎝×50㎝の枠で写真撮

影し、目視で被度に変換） 

・令和3年度は約4.6

万個駆除した 

・藻場及び食害生物

の状況を確認した 

・ウニの密度がまだ

高い箇所もあるの

で継続的な駆除が

必要 

 

【活動状況の写真】 

 
説明： 出港前 説明：作業準備 説明：モニタリング 

 
説明： 食害生物 説明：食害生物 説明： 食害生物 

 
説明：食害生物駆除 説明：食害生物駆除 説明： 食害生物駆除 
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７）大宜味村環境・生態系保全組織（沖縄県） 
 
【活動における課題】 

平成 30 年度：藻場について、今年は藻類の育成が全国的に不良の傾向にあり、原因は不

明である。 

令和元年度：藻場について、種苗の移植作業等を検討し活動する予定であったが、実践

できなかった。 

令和２年度・令和３年度：藻場について、海藻類の繁殖は見られるが、モニタリング

の成果実績に反映できていない。魚介類の放流について、これまでの採

捕調査（１本釣り）では目に見えての成果実績は期待できない。 

令和４年度：８月～９月にかけサンゴの白化現象が見受けられる。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：対象水域における生物量の５％増加 

平成 29 年度：     〃 

平成 30 年度：     〃  

令和元年度：     〃 

令和２年度：     〃 

令和３年度：     〃 

令和４年度：     〃 

 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

平成 28 年度 

・藻場の保全 

 

・ｻﾝｺﾞ礁の保全 

 

・魚介類の放流 

 

・食害生物の除去 

（ｳﾆ） 

・食害生物の除去 

（ｵﾆﾋﾄﾃﾞ） 

・種苗放流（ﾊﾏﾌｴﾌｷ）

 

・ｳﾆ駆除作業 6 回 

 

・ｵﾆﾋﾄﾃﾞ 171 個駆除 

 

・ﾊﾏﾌｴﾌｷ稚魚 3,500 尾放流

 

平成 29 年度 

・藻場の保全 

 

・ｻﾝｺﾞ礁の保全 

 

・魚介類の放流 

 

・食害生物の除去 

（ｳﾆ） 

・食害生物の除去 

（ｵﾆﾋﾄﾃﾞ） 

・種苗放流（ﾊﾏﾌｴﾌｷ）

 

・ｳﾆ駆除作業 6 回 

 

・ｵﾆﾋﾄﾃﾞ 46 個駆除 

 

・ﾊﾏﾌｴﾌｷ稚魚 3,700 尾放流

 

平成 30 年度 

・藻場の保全 

 

・ｻﾝｺﾞ礁の保全 

 

・魚介類の放流 

 

・食害生物の除去 

（ｳﾆ） 

・食害生物の除去 

（ｵﾆﾋﾄﾃﾞ） 

・種苗放流（ﾊﾏﾌｴﾌｷ）

 

・ｳﾆが大幅に減少している

 

・ｻﾝｺﾞ 13%増加 

 

・ﾊﾏﾌｴﾌｷ稚魚 3,900 尾放流

・藻類の育成が全

国的に不良の傾

向にあり、原因は

不明である。 

・ﾊﾏﾌｴﾌｷの調査回

数や調査方法の

見直しの検討。 

令和元年度 

・藻場の保全 

 

・ｻﾝｺﾞ礁の保全 

 

・魚介類の放流 

 

・食害生物の除去 

（ｳﾆ） 

・食害生物の除去 

（ｵﾆﾋﾄﾃﾞ） 

・種苗放流（ﾊﾏﾌｴﾌｷ）

 

・ｳﾆ 3,735 個程度駆除 

 

・ｵﾆﾋﾄﾃﾞ 6 匹駆除 

成果実績 357%増加 

・ﾊﾏﾌｴﾌｷ稚魚 6,340 尾放流

・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ成果（被

度）に反映できて

いない。 

・採捕調査（1 本

釣り）では成果実

績に期待できな

い。 

40



 

令和 2 年度 

・藻場の保全 

 

・ｻﾝｺﾞ礁の保全 

 

・魚介類の放流 

 

 

・食害生物の除去 

（ｳﾆ） 

・食害生物の除去 

（ｵﾆﾋﾄﾃﾞ） 

・種苗放流（ﾊﾏﾌｴﾌｷ）

 

・ｳﾆ 810 個程度駆除 

 

・ｵﾆﾋﾄﾃﾞ 2 匹駆除 

成果実績 18%増加 

・ﾊﾏﾌｴﾌｷ稚魚 5,400 尾放流

・コロナ渦で活動

の縮小 

令和 3 年度 

・藻場の保全 

 

・ｻﾝｺﾞ礁の保全 

 

・魚介類の放流 

 

 

・食害生物の除去 

（ｳﾆ） 

・食害生物の除去 

（ｵﾆﾋﾄﾃﾞ） 

・種苗放流（ﾊﾏﾌｴﾌｷ）

 

・ｳﾆ 3,955 個程度駆除 

 

・ｵﾆﾋﾄﾃﾞ 5 匹駆除 

成果実績前年同様 

・ﾊﾏﾌｴﾌｷ稚魚 4,000 尾放流

・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ成果（被

度）に反映できて

いない。 

・採捕調査（1 本

釣り）では成果実

績に期待できな

い。 

令和 4 年度 

・藻場の保全 

 

・ｻﾝｺﾞ礁の保全 

 

・魚介類の放流 

 

 

・食害生物の除去 

（ｳﾆ） 

・食害生物の除去 

（ｵﾆﾋﾄﾃﾞ） 

・種苗放流（ﾊﾏﾌｴﾌｷ）

 

活動中 

 

 

【活動状況の写真】 

 

説明：藻場の保全（活動前） 説明：モニタリング 説明：モニタリング 

 
説明：活動中（ｳﾆ駆除） 説明：活動中（ｳﾆ駆除） 説明：藻場の保全（活動後）

 
説明：ｻﾝｺﾞ礁の保全（活動前） 説明：モニタリング 説明：モニタリング 
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説明：活動中（ｵﾆﾋﾄﾃﾞ駆除） 説明：活動中（ｵﾆﾋﾄﾃﾞ駆除） 説明：ｻﾝｺﾞ礁の保全（活動前）

 
説明：魚介類放流 説明：魚介類放流 説明：魚介類放流（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ）
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２
対
象
資
源
の
現
況

１
活
動
組
織
の
概
要

•
場
所
：
山
口
県
岩
国
市

•
活
動
組
織
名
：
通
津
ア
サ
リ
グ
ル
ー
プ

•
発
足
年
：
平
成

年
度

•
構
成
員
数
：

名
（
漁
業
者

名
、
漁
業
者
以
外

名
）

•
対
象
資
源
：
干
潟

•
目
標
：
ア
サ
リ
資
源
の
再
生

名
）

通通
津津
アア
ササ
リリ
ググ
ルル
ーー
ププ

～～
地地
域域
にに
とと
っっ
てて
身身
近近
なな
アア
ササ
リリ
資資
源源
のの
再再
生生
～～

４　干潟部会

①事例紹介　通津アサリグループ
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活
動
方
針

組
織
の
設
立

３
組
織
の
設
立
及

び
活
動
方
針
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回回
収収

稚
貝
の
確
保

４
活
動
実
績

【【
活活
動動
方方
針針
】】

①①
稚稚
貝貝
のの
確確
保保

ケケ
アア
シシ
ェェ
ルル
なな
どど
をを
入入
れれ
たた
網網
袋袋
をを
設設
置置
しし
、、
干干
潟潟
にに
着着
底底
すす
るる
天天
然然
稚稚

貝貝
をを
効効
率率
良良
くく
確確
保保
すす
るる
。。

②②
被被
覆覆
網網
にに
よよ
るる
保保
護護
（（
保保
護護
区区
のの
設設
置置
））

干干
潟潟
にに
被被
覆覆
網網
をを
設設
置置
しし
、、
網網
袋袋
でで
確確
保保
ささ
れれ
たた
稚稚
貝貝
やや
、、
自自
然然
にに
被被
覆覆

網網
内内
にに
着着
底底
しし
たた
稚稚
貝貝
をを
食食
害害
かか
らら
守守
りり
、、
育育
てて
るる
。。

③③
保保
護護
区区
等等
のの
管管
理理

被被
覆覆
網網
のの
点点
検検
やや
交交
換換
、、
まま
たた
網網
内内
でで
育育
成成
しし
たた
アア
ササ
リリ
のの
間間
引引
きき
作作
業業
、、

加加
ええ
てて
、、
底底
質質
のの
悪悪
化化
をを
防防
ぐぐ
たた
めめ
のの
客客
土土
やや
耕耕
うう
んん
、、
ツツ
メメ
タタ
ガガ
イイ
やや
アア

カカ
ニニ
シシ
のの
除除
去去
なな
どど
のの
食食
害害
対対
策策
等等
もも
保保
護護
区区
以以
外外
のの
場場
所所
もも
含含
めめ
、、
順順
応応

的的
にに
適適
宜宜
実実
施施
すす
るる
。。
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網網
袋袋
再再
設設
置置

部部
材材
再再
利利
用用

稚稚
貝貝
のの
選選
別別

袋袋
のの
掃掃
除除
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（（
））
被被
覆覆
網網
にに
よよ
るる
保保
護護

（（
保保
護護
区区
のの
設設
置置
））

被
覆
網
に
よ
る
保
護

（（
保保
護護
区区
のの
設設
置置
））

稚稚
貝貝
のの
移移
植植
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被被
覆覆
網網
のの
交交
換換
作作
業業
のの
状状
況況
②②

被被
覆覆
網網
のの
交交
換換
作作
業業
のの
状状
況況
①①

保
護
区
の
管
理

（（
））
被被
覆覆
網網
にに
よよ
るる
保保
護護

（（
保保
護護
区区
のの
設設
置置
））

48



被被
覆覆
網網
のの
交交
換換
作作
業業
のの
状状
況況
⑥⑥

被被
覆覆
網網
のの
交交
換換
作作
業業
のの
状状
況況
⑤⑤

被被
覆覆
網網
のの
交交
換換
作作
業業
のの
状状
況況
④④

被被
覆覆
網網
のの
交交
換換
作作
業業
のの
状状
況況
③③
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土土
留留
めめ
づづ
くく
りり

土土
留留
めめ
づづ
くく
りり

干干
潟潟
のの
整整
地地

干干
潟潟
のの
整整
地地

50



活
動
の
効
果

５
評
価
と

今
後
の
方
針

ツツ
メメ
タタ
ガガ
イイ
等等
除除
去去

ツツ
メメ
タタ
ガガ
イイ
等等
除除
去去
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対対
照照
区区
のの
アア
ササ
リリ
（（

㎝㎝
枠枠
））

殻殻
がが
多多
いい

保保
護護
区区
内内
のの
アア
ササ
リリ
（（

㎝㎝
枠枠
））

網網
袋袋
１１
袋袋
でで
確確
保保
しし
たた
稚稚
貝貝
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地地
元元
幼幼
稚稚
園園
児児
のの
潮潮
干干
狩狩
体体
験験

今
後
の
方
針

53



4
3

10
4

2
1

②干潟等の保全について
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１）博多湾環境保全伊崎作業部会（福岡県福岡市） 

 

【活動における課題】 

 

 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度～令和 4 年度：博多湾の環境改善保守、水揚向上 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

干潟等の保全 死殻の除去 17.4ｈａ 

除去量 3，008ｋｇ 

 

 機能発揮の為の生物移植 アサリ移植量 

 ４，９３０ｋｇ 

 

 耕耘 17.4ha  34 回 

回収ゴミ 14,456 ㎏  

 

藻場の保全 食害生物の除去 ウニ除去  14,700 個  

海洋汚染等の

原因となる漂

流、漂着物、堆

積物処理 

漁業者が行う砂浜、海底、

沖等の廃棄物等の処理 

133.55ｈ 

海底ゴミ 

回収量  32,036ｋｇ 

 

 

  

③参加活動組織実績資料 
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【活動状況の写真】 

 
説明：干潟の保全（海底耕耘

道具整備）  

説明：海底耕耘中 説明：機能発揮の為の生物移

植（アサリ）使用じょれん  

 
説明：室見川であさり採取 説明： 鵜来島周辺へ移植 説明： 死殻の除去作業 

 
説明：干潟の保全（死殻の除

去作業中） 

説明：(藻場の保全) 食害生

物の除去 

説 明 ： ( 藻 場 の 保 全 ) 

食害生物の除去 

 
説明：漂流、漂着物、堆積物

処理海底清掃作業中 

説明：海底清掃ごみ荷揚げ中 説明： 海底ゴミ回収 
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２）中津干潟を元気にする会（大分県 中津市） 
 
【活動における課題】 

本事業にて干潟の浮遊堆積物の除去、ホトトギス貝の駆除、ナルトビエイの駆除等、あ

さりなどの二枚貝の増殖に繋がるよう活動を継続している。 

また、植樹活動も地域のボランティア団体と協力し、活動を継続している。 

 課題としては、漁業者の高齢化が加速し後継者も不足していく中、短期間であさり等

の二枚貝を増殖できる新たな活動がないか模索している段階である。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：干潟の保全 

平成 29 年度：干潟の保全 

平成 30 年度：干潟の保全 

令和元年度：干潟の保全 

令和２年度：干潟の保全 

令和３年度：干潟の保全 

令和４年度：干潟の保全 

 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

モニタリン

グ 

毎年、あさりの産卵後の６

月に県と合同でアサリの資

源量調査を行っている。 

漁業者４名、県担当

者４名合計８名で作

業を実施した。 

異常気象などの影

響に左右されやす

いため、資源の増加

減少が見えづらい。

浮遊堆積物

の除去 

水害等により干潟に流れ出

たゴミを人力にて撤去す

る。 

令和３年度は計６日

間行い、計約６ﾄﾝの

堆積物を除去した。

水害でたびたび河

川から流れる堆積

物が多い為、活動の

継続が必要である。

耕耘作業 漁具を使い干潟の耕耘を行

う。 

漁業者８名が３日間

作業を実施した。 

一度に広範囲の耕

耘が難しい為 今

後機械等の導入が

必要がある。 

流域におけ

る植林活動 

豊前海へとつながる山国川

流域にて年 1 回植樹活動を

行う。 

山＝川＝海と一体に

なっている自然を守

るだけでなく、漁村

と農村の交流も図ら

れている。 

短い期間で効果が

みえない為、長い期

間をかけて行って

いく必要がある。 

災害対応 豪雨の影響による小祝沖ゴ

ミの撤去作業 

計４日間総勢 48 名で

計約３ﾄﾝの堆積物を

撤去した。 
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【活動状況の写真】 

 

説明： モニタリング 説明：モニタリング 説明：浮遊堆積物の除去作業

 

説明： 浮遊堆積物の除去作業 説明：浮遊堆積物の除去作業 説明：浮遊堆積物の除去作業

 
説明：耕耘作業 説明：耕耘作業 説明： 耕耘作業 

 
説明：災害対応 説明：災害対応 説明： 災害対応 
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邑
南
町
、
浜
田
市
、
江
津
市
の
一
部
に
ま
た
が
る

川
を
愛
す
る
ア
ユ
ツ
リ
オ
ヤ
ジ

八
戸
川
流
域
保
全
協
議
会

５　内水面部会

①事例紹介　八戸川流域保全協議会
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小
学
生
に
よ
る
つ
か
み
取
り

保
育
所
児
童
に
よ
る
つ
か
み
取
り

保
育
所
園
児
に
よ
る
放
流
体
験

小
学
生
に
よ
る
放
流
体
験

各
支
部
の
活
動

★
ヨ
シ
刈
り

★
鮎
の
放
流
体
験
、
つ
か
み
取
り
体
験

★
ホ
タ
ル
の
増
養
殖
・
放
流
活
動

発
足
の
い
き
さ
つ

★
本
事
業
が
始
ま
っ
た
こ
と

★
下
地
と
な
る
活
動
が
す
で
に
あ
っ
た
こ
と

（
漁
協
の
各
支
部
で
独
自
の
活
動
を
し
て
い
た
）
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活
動
内
容
（各
支
部
年
1
回
）

★
ヨ
シ
刈
り

★
競
合
植
物
の
除
去

子
ど
も
た
ち
が
発
案
し
て
漁
協
組
合
員
や

保
護
者
、
地
域
住
民
が
協
力

地
元
の
保
育
所
保
護
者
、老
人
ク
ラ
ブ
が

協
力
し
て
毎
年
実
施

（近
年
は
コ
ロ
ナ
の
た
め
保
育
所
の
み
で
）
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鮎
と
ヨ
シ
帯
の
関
係

鮎
が
成
長
す
る
ま
で
ヨ
シ
は
刈
ら
な
い

ヨ
シ
が
外
敵
（サ
ギ
・カ
ワ
ウ
等
）か
ら
身
を
守
る

安
全
に
成
長

活
動
エ
リ
ア

★
流
域
全
体
の
一
部
（拠
点
場
所
）

★
活
動
面
積
7
.8
h
a

活
動
の
参
加
者
（
R
３
年
度
）

の
べ
１５
１人

★
八
戸
川
漁
協
組
合
員
1
1
1
人

７
４
％

★
流
域
周
辺
住
民

４
０
人

２
６
％

・自
治
会

・青
年
会
な
ど
な
ど

活
動
組
織
に
つ
い
て

★
漁
協
の
支
部
ご
と
に
活
動

★
発
足
時
は
２
支
部
で
ス
タ
ー
ト

★
現
在
は
７
支
部
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発
表
に

お
つ
き
あ
い
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

今
後
の
課
題

★
構
成
員
の
高
齢
化

（熱
血
ア
ユ
ツ
リ
オ
ヤ
ジ
の
減
少
）

★
書
け
ま
せ
ん
。

（本
対
策
事
業
が
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
・・
・

活
動
の
広
報
に
つ
い
て

「奥
ゆ
か
し
い
メ
ン
バ
ー
が
多
い
の
で

ほ
と
ん
ど
や
っ
て
い
ま
せ
ん
」

ヨ
シ
刈
り
の
効
果

・日
陰
を
減
ら
し
、
鮎
の
成
長
を
う
な
が
す

・漁
業
の
安
全
性
が
高
ま
る

・防
災
（
消
防
）
上
の
効
果
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愛愛
知知

川川
上上

流流
部部

か
つ
て
の
愛
知
川

・
毎
年
、
天
然
そ
上
の
ア
ユ
が
多
く
、

京
阪
神
か
ら
⾹
り
の
よ
い
ア
ユ
を

求
め
て
多
く
の
釣
り
⼈
が
訪
れ
た
。

•
地
元
の
⼈
々
が
、
釣
り
や
網
で
⿂

の
捕
獲
を
楽
し
み
、
お
か
ず
取
り

を
し
た
。

•
⼦
供
た
ち
の
夏
の
格
好
の
遊
び
場
、

⾃
然
を
体
験
し
⾃
然
に
学
ぶ
場
所

で
あ
っ
た
。

・
飲
料
⽔
や
農
業
⽤
⽔
を
供
給
す
る
と

と
も
に
、
⾵
光
明
媚
な
景
観
を
提
供

し
て
い
た
。

愛
知
川
の
夏
の
⾵
景

ま
さ
に
内
⽔
⾯
の
多
⾯
的
な
機
能
を
担
っ

て
い
た

「
ふ
る
さ
と
」
⼤
⻄
和
彦
よ
り

内
⽔
⾯
⽣
態
系
の
抱
え
る
課
題
（
愛
知
川
の
事
例
か
ら
）

Go
og

le
 m

ap
よ
り

愛
知
川

・
滋
賀
県
東
部
の
東
近
江
市
を

流
下
し
琵
琶
湖
に
流
⼊
す
る
延

⻑
48
ｋ
ｍ
の
河
川

・
上
流
部
と
中
流
部
に
分
か
れ

て
２
つ
の
内
⽔
⾯
漁
協
が
あ
り
、

ア
ユ
や
ア
マ
ゴ
・
イ
ワ
ナ
な
ど

が
対
象
と
な
っ
て
い
る

・
毎
年
、
中
下
流
部
に
は
琵
琶

湖
か
ら
ア
ユ
が
遡
上
し
て
く
る

・
イ
ワ
ナ
の
連
続
し
た
⾃
然
分

布
の
南
限
で
、
数
多
く
⽣
息
し

て
い
る

平
成
４
年
度

⽔
産
多
⾯
的
機
能
発
揮
対
策
講
習
会

（
内
⽔
⾯
部
会
）

内
⽔
⾯
⽣
態
系
の
保
全
に
つ
い
て

（
川
は
地
域
の
宝
︓
内
⽔
⾯
⽣
態
系
を
ど
の
よ
う
に
守
る
の
か
）

藤
岡
康
弘

２
０
２
２
年
１
０
⽉
５
⽇

福
岡

　

②内水面生態系の保全について
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愛愛
知知

川川
河河

口口
愛愛

知知
川川

中中
流流

部部

永
源
寺
ダ
ム

・
１
９
７
２
年
完
成

・
農
業
⽤
（
⼀
部
発
電
）
の
利
⽔
ダ
ム

・
国
が
建
設
し
県
が
管
理
す
る

愛愛
知知

川川
中中

上上
流流

部部
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ダ
ム
下
流
は
濁
⽔
が
頻

繁
に
流
れ
て
い
る
！

上
流
に
は
清
⽔
が
流
れ

て
い
る
が
、

近
江
鉄
道
・

R8
号
線
付
近
の
愛
知
川
：
ほ
と
ん
ど
渇
⽔
状
態

い
つ
も
下
流

部
は
瀬
切
れ

し
て
い
る
！

平
成

25
年

8⽉
5⽇

東
近
江
市
永
源
寺
町

盛
夏
な
の
に
⼈
影

が
な
い
！

愛
知
川
の
状
況
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愛
知
川
の
声
２

無
題

投
稿

者
︓
こ
あ
ゆ

投
稿

⽇
︓

20
12

/0
7/

24
(T

ue
) 

19
:2

4 
い

つ
も

愛
知

川
の

最
新

の
情

報
を

届
け

て
い

た
だ

き
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。
濁
り
の
件
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
誰
も
声
を
上
げ
ず
に
放

置
す
れ
ば
、
愛
知
川
は
早
晩
「
誰
も
寄
り
付
か
な
い
川
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

滋
賀

県
は

「
環

境
県

」
を

標
榜

し
て

い
ま

す
が

、
河

川
に

対
す

る
環

境
対

応
を

⾒
た

場
合

は
、

後
進

県
と

⾔
わ

ざ
る

を
得

な
い

で
し

ょ
う

。
永
源
寺
ダ
ム
の
濁
り
の
原
因
は
、
「
上
流
の
⼭
」
に
あ
る
こ
と

は
明
⽩
で
す
。
⾚
字
を
垂
れ
流
し
で
無
節
操
に
造
林
し
た
こ
と
、
造
林
す
る
た
め
に
急
峻
な
場
所
に
林

道
を
つ
け
た
た
め
に
、
増
⽔
す
る
た
び
に
⾚
茶
け
た
⽔
が
流
れ
、
そ
れ
が
永
源
寺
ダ
ム
に
流
⼊
、
ダ
ム

は
そ
の
濁
⽔
を
た
め
込
ん
で
い
つ
ま
で
も
下
流
に
濁
⽔
を
流
し
続
け
て
い
ま
す
。
問
題
な
の
は
、
こ
の

濁
⽔
に
つ
い
て
、
誰
も
責
任
を
感
じ
て
い
な
い
点
に
あ
り
ま
す
。

俗
に

い
う

⾏
政

の
縦

割
り

が
、

責
任

を
あ

い
ま

い
に

し
て

い
ま

す
。

造
林

公
社

は
、

濁
⽔

に
対

し
ど

の
よ

う
な

考
え

な
の

で
し

ょ
う

か
。

⾬
が

降
れ

ば
。

⽔
は

濁
る

こ
と

は
当

た
り

前
・

・
・

と
い

う
考

え
な

ん
で

し
ょ

う
ね

。
ダ
ム
に
に
し
て
も
、

ダ
ム
が
濁
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
ダ
ム
管
理
者
か
ら
何
と
か
し
よ
う
・
・
な
ん
て
こ
と
に
は

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
河
川
の
管
理
者
で
あ
る
「
⼟
⽊
」
は
、
増
⽔
に
よ
る
濁
⽔
な
ん
て
「
我
関
せ

ず
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
と
思
い
ま
す
。

本
当

は
、

環
境

全
般

に
⽬

を
配

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

が
「

⾃
然

保
護

課
」

な
ん

で
し

ょ
う

が
、

今
⽇

ま
で

の
状

況
を

み
る

と
、

知
っ

て
知

ら
ぬ

ふ
り

・
・

と
し

か
思

え
ま

せ
ん

。
「

⽔
産

課
」

も
し

か
り

で
す

。
い

つ
ま

で
も

続
く

濁
⽔

に
や

り
や

り
し

て
い

る
の

は
、

漁
協

と
釣

り
⼈

く
ら

い
で

す
。

で
も

、
確
実
に
濁
⽔
で
「
川
離
れ
」
が
進
ん
で
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

や
は
り
、
現
状
を
告
発
し
訴
え
て
い
く
の
は
漁
協
し
か
な
い
で
す
ね
。
そ
れ
と
、
愛
知
川
に
愛
着
と
関

⼼
を
も
つ
団
体
と
個
⼈
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
濁
⽔
状
況
を
伝
え
続
け
て
く
だ
さ
い
。

地
元
の
川
を
誰
も
気
に
か
け
て
い
な
い
の
か
︖

愛
知
川
の
声
１

愛
知
川
の
⽔
質
に
つ
い
て

投
稿

者
︓
Ay
u

投
稿

⽇
︓

20
12

/0
7/

29
(S

un
) 

11
:4

5 
愛

知
川

漁
協

の
活

動
が

W
EB

上
か

ら
で

も
盛

り
上

が
れ

ば
う

れ
し

い
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

い
つ

も
更

新
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

し
か

し
な

が
ら

、
現
実
の
川
の
状
況
は
、
良
い
⽅
向

に
向
か
っ
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
昔
、
夏
に
な
る
と
頭
⾸
⼯
の
⽔
路
で
⼩
鮎
が
ぞ
う
り

の
隙
間
に
⼊
り
、
さ
で
網
で
20
Lの
ポ
リ
容
器
に
鮎
⼀
杯
に
な
っ
た
頃
が
懐
か
し

い
・
・
・
川
か
ら
⼈
が
い
な
く
な
っ
た
・
・
・
こ
あ
ゆ
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
川

は
、
時
代
の
流
れ
と
共
に
⼈
⼯
的
な
加
⼯
に
よ
り
⾃
然
を
破
壊
し
て
い
ま
す
。
ダ
ム
の
必

要
性
、
渓
流
に
お
い
て
は
砂
防
堰
堤
（
ダ
ム
）
の
必
要
性
は
、
判
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

と
引
き
換
え
に
川
は
、
死
に
⾄
っ
て
い
ま
す
。

あ
る

⼈
に

聞
い

た
話

で
は

、
永

源
寺

ダ
ム

が
出

来
る

頃
、

上
流

の
⽔

を
農

業
⽤

⽔
と

は
別

に
、

濁
り

の
な

い
⽔

を
ダ

ム
下

に
流

す
（

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

︖
）

と
い

う
案

も
あ

っ
た

と
お

聞
き

し
ま

し
た

。
今

思
え

ば
、

⾃
然

保
護

の
た

め
に

も
、

ダ
ム

建
設

と
同

時
に

考
え

て
欲

し
か

っ
た

と
思

い
ま

す
。

近
年

は
、

愛
知

川
に

付
随

す
る

蛇
砂

川
地

先
で

も
⼩

動
物

に
配

慮
し

た
⾃

然
環

境
保

護
策

が
施

さ
れ

た
河

川
も

⾒
受

け
ま

す
が

や
は

り
、
ダ
ム
上
流
と
ダ
ム
下
の
環
境
を
配
慮
し
た
環
境
保
護
対
策
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
︖
ま
た
川
鵜
対
策
も
必
要
で
し
ょ
う
し
、
⿃
獣
保
護
、
河
川
保
護
、
双

⽅
の
観
点
で
関
わ
る
⽅
の
意
⾒
を
聞
き
な
が
ら
共
存
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
川
鵜
に

関
し
て
は
、
現
状
の
環
境
（
⽔
量
）
か
ら
考
え
鵜
の
数
が
多
く
、
鮎
が
川
に
残
れ
な
い
状
況

で
も
あ
り
ま
す
。
本
当
に
昔
の
川
に
少
し
で
も
戻
し
た
い
で
す
ね
︕

２
⽣
物
相
の
変
化

•釣
り
⼈
の
減
少

•川
で
遊
ぶ
⼦
供
・
⼤
⼈
の
⼤
幅
な
減
少

•そ
上
⿂
の
減
少
・
不
安
定
化

•浮
⽯
の
減
少
に
よ
る
ハ
ゼ
科
⿂
類
な
ど
の
減
少

•ア
ユ
の
遡
上
量
の
減
少
・
冷
⽔
病
に
よ
る
死
亡
・
衰
弱

•カ
ワ
ウ
の
増
加

•外
来
⽣
物
の
増
加

川
か
ら
⼈
影
が
消
え
、
川
は
単
な
る
排
⽔
路
・
農
業
⽤
の
⽔
路

に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
れ
は
多
く
の
川
に
共
通
す
る
課
題
で

は
な
い
か
。

•流
⽔
量
の
減
少

•濁
⽔
の
⻑
期
化

•砂
礫
流
下
量
の
減
少

•河
原
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
化

•河
道
の
固
定
化

•温
暖
化
に
よ
る
⽔
温
上
昇

•周
辺
住
⺠
の
川
へ
の
関
⼼
の
低
下

•河
川
関
係
者
の
河
川
⽣
態
系
へ
の
不
理
解

•ア
ユ
の
冷
⽔
病
発
⽣
以
降
の
漁
協
の
弱
体
化

１
河
川
の
環
境
変
化

愛
知
川
︓
20
22
年
8⽉

23
⽇
紅
葉
橋
よ
り

下
流
を
望
む
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河
川
⽔
の
利
⽤

河
川
法
（
流
⽔
の
占
⽤
の
許
可
）

•
第
⼆
⼗
三
条

河
川
の
流
⽔
を
占
⽤
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
国
⼟
交
通
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
河
川
管
理
者
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次

条
に
規
定
す
る
発
電
の
た
め
に
河
川
の
流
⽔
を
占
⽤
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

•
許
可
⽔
利
権

•
河
川
法
に
も
と
づ
き
、
河
川
管
理
者
の
許
可
に
よ
り
⽣
ず
る
⽔
利
権
で
あ
る
。
通
常

10
年
単
位
で
河
川
管
理
者
と
協
議
し
て
更
新
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
河
川
法

上
、
河
川
管
理
者
の
許
可
が
な
け
れ
ば
⽔
利
権
の
売
買
や
譲
渡
は
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
（

34
条

1項
）
。

河
川
法

•
（
⽬
的
）

第
⼀
条

こ
の
法
律
は
、
河
川
に
つ
い
て
、
洪
⽔
、
津
波
、
⾼
潮
等
に
よ
る
災

害
の
発
⽣
が
防
⽌
さ
れ
、
河
川
が
適
正
に
利
⽤
さ
れ
、
流
⽔
の
正
常
な
機
能
が
維

持
さ
れ
、
及
び
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全
が
さ
れ
る
よ
う
に
こ
れ
を
総
合
的
に

管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
⼟
の
保
全
と
開
発
に
寄
与
し
、
も
つ
て
公
共
の
安
全

を
保
持
し
、
か
つ
、
公
共
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
を
⽬
的
と
す
る
。

•
（
河
川
管
理
の
原
則
等
）

•
第
⼆
条

河
川
は
、
公
共
⽤
物
で
あ
つ
て
、
そ
の
保
全
、
利
⽤
そ
の
他
の
管
理

は
、
前
条
の
⽬
的
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
に
適
正
に
⾏
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

•
２

河
川
の
流
⽔
は
、
私
権
の
⽬
的
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

法
律
と
河
川
の
環
境
・
漁
業

河
川
法
の
改
正
（
平
成
９
年
）

第
１
４
０
回
国
会
に
提
出
し
て
い
ま
し
た
「
河
川
法
の
⼀
部
を
改
正
す
る
法

律
案
」
が
５
⽉
２
８
⽇
可
決
成
⽴
い
た
し
ま
し
た
。

1.
改
正
の
趣
旨

現
⾏
河
川
法
は
昭
和
３
９
年
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
本
改
正
は
、
近
年
の
国
⺠
の
環
境
に
対

す
る
関
⼼
の
⾼
ま
り
や
地
域
の
実
状
に
応
じ
た
河
川
整
備
の
必
要
性
、
頻
発
す
る
渇
⽔
状
況
等
を
踏
ま

え
、
環
境
の
整
備
と
保
全
を
河
川
法
の
⽬
的
に
位
置
付
け
、
計
画
制
度
の
抜
本
的
な
⾒
直
し
を
⾏
う
と

と
も
に
、
異
常
渇
⽔
時
に
お
け
る
⽔
利
使
⽤
の
円
滑
化
の
た
め
の
措
置
等
を
講
じ
る
も
の
で
す
。

2.
改
正
法
の
概
要

1)
⽬
的
に
「
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全
」
を
加
え
、
地
域
の
意
向
を
反
映
し
た
河
川
整
備
計
画
を
導
⼊

i.河
川
の
持
つ
多
様
な
⾃
然
環
境
や
⽔
辺
空
間
に
対
す
る
国
⺠
の
要
請
の
⾼
ま
り
に
応
え
る
た
め
、
河

川
管
理
の
⾃
的
と
し
て
、
「
治
⽔
」
、
「
利
⽔
」
に
加
え
、
「
河
川
環
境
」
（
⽔
質
、
景
観
、
⽣
態
系

等
）
の
整
備
と
保
全
を
位
置
付
け
ま
す
。

滋
賀
県
の
河
川
整
備
計
画

（
平
成
22
年
7⽉

）
滋
賀
県

•東
近
江
圏
域
の
川
の
将
来
像
と
は

「
流
域
の
⼈
々
が
、
豊
か
な
⾃
然
、
⾵
⼟
に
培
わ
れ
た
歴
史
・
⽂
化
を
認
識

し
、
⼈
と
川
と
の
絆
を
さ
ら
に
強
く
す
る
共
に
、
多
様
な
⽣
物
が
⽣
息
し
、

清
流
と
み
ど
り
豊
か
な
河
川
を
構
築
し
、
⽣
活
の
豊
か
さ
と
⾃
然
環
境
の
豊

か
さ
が
両
⽴
し
た
「
東
近
江
の
川
」
を
⽬
指
し
ま
す
。
」

「
豊
か
な
⾃
然
と
共
⽣
し
多
様
な
動
植
物
が
⽣
息
・
⽣
育
す
る
川
を
め
ざ
し
、

上
流
か
ら
下
流
に
か
け
て
の
連
続
し
た
河
川
環
境
の
保
全
、
動
植
物
の
⽣
息
、

成
育
環
境
の
確
保
、
健
全
な
⽔
循
環
に
配
慮
し
ま
す
。
」
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ダ
ム
が
あ
っ
て
も
協
⼒
し
て
河
川
環
境
を
守
ろ
う
と

し
て
い
る
例
を
視
察
（
市
・
漁
協
・
清
流
会
）

•⼀
庫
（
ひ
と
く
ら
）
ダ
ム
の
⾒
学

•兵
庫
県
の
猪
名
川
・
神
崎
川
⽔
系
の
ダ
ム

•⽔
資
源
機
構
が
管
理

•藻
の
発
⽣
を
抑
え
る
た
め
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
放
流

•ダ
ム
湖
に
た
ま
っ
た
河
床
材
料
を
ダ
ム
直
下
に
置
い
て
フ
ラ
ッ
シ
ュ
放
流

•放
⽔
の
⽔
温
を
表
層
⽔
と
下
層
⽔
を
混
合
し
て
調
節
放
流

問
題
の
整
理
２
（
課
題
︓
解
決
で
き
る
こ
と
・
で
き
な
い
こ
と
）

•
釣
り
⼈
の
減
少
・
・
・
川
に
ア
ユ
や
対
象
⿂
が
い
れ
ば
、
釣
り
⼈
は
全
国
か
ら
や
っ
て
来
る

•
川
で
遊
ぶ
⼦
供
の
⼤
幅
な
減
少
・
・
・
⼤
⼈
が
川
遊
び
を
始
め
れ
ば
、
⼦
供
も
付
い
て
く
る

•
そ
上
⿂
の
減
少
・
不
安
定
化
・
・
・
⿂
の
そ
上
を
阻
害
す
る
堰
堤
等
が
あ
れ
ば
、
設
置
者
と
図
っ
て
機

能
す
る
⿂
道
を
設
置
さ
せ
る
。
も
と
も
と
資
源
の
⾃
然
変
動
は
⼤
き
い
が
、
近
年
の
極
端
な
気
候
変
動

が
拍
⾞
を
か
け
て
い
る

•
浮
⽯
の
減
少
に
よ
る
ハ
ゼ
科
⿂
類
な
ど
の
減
少
・
・
・
砂
礫
供
給
を
回
復
さ
せ
る

•
ア
ユ
の
遡
上
量
の
減
少
・
冷
⽔
病
に
よ
る
死
亡
・
衰
弱
・
・
・
天
然
ア
ユ
の
遡
上
時
期
や
量
は
あ
る
程

度
予
測
で
き
る
の
で
、
状
況
に
応
じ
て
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
冷
⽔
病
は
正
し
く
知
っ
て
対
応
す
る

こ
と

•
カ
ワ
ウ
の
増
加
に
よ
る
⿂
の
⾷
害
・
・
・
駆
除
や
防
⿃
対
策
で
対
応
す
る
以
外
に
な
い

•
外
来
⽣
物
の
増
加
・
・
・
発
⾒
し
た
初
期
に
徹
底
駆
除
対
応
す
る

問
題
の
整
理
１
（
課
題
︓
解
決
で
き
る
こ
と
・
で
き
な
い
こ
と
）

•
流
⽔
量
の
減
少
・
・
・
必
要
最
⼩
限
の
利
⽔
に
と
ど
め
⽔
を
川
へ
流
す

•
濁
⽔
の
⻑
期
化
・
・
・
ダ
ム
か
ら
の
濁
⽔
の
⻑
期
化
は
対
策
可
能

•
砂
礫
流
下
量
の
減
少
・
・
・
ダ
ム
湖
に
堆
積
す
る
砂
礫
の
下
流
部
へ
の
供
給
は
可
能

•
河
原
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
化
・
・
・
適
度
な
増
⽔
と
砂
礫
の
移
動
が
あ
れ
ば
川
原
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
化
し
な
い

•
河
道
の
固
定
化
・
・
・
適
度
な
フ
ラ
ッ
シ
ュ
放
流
と
砂
礫
の
移
動
が
あ
れ
ば
河
道
の
固
定
化
も
減
少
す
る

•
温
暖
化
に
よ
る
⽔
温
上
昇
・
・
・
世
界
的
な
問
題

•
周
辺
住
⺠
の
川
へ
の
関
⼼
の
低
下
・
・
・
川
と
の
関
わ
り
が
増
え
れ
ば
改
善
可
能

•
河
川
管
理
関
係
者
の
河
川
⽣
態
系
へ
の
不
理
解
・
・
・
河
川
⽣
態
系
の
重
要
性
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

•
ア
ユ
の
冷
⽔
病
発
⽣
以
降
の
漁
協
の
弱
体
化
・
・
・
ア
ユ
冷
⽔
病
時
代
の
組
合
経
営
を
正
し
く
知
っ
て
対
処

⽔
産
資
源
保
護
法

（
さ
く
河
⿂
類
の
通
路
の
保
護
）

•
第
⼆
⼗
⼆
条

さ
く
河
⿂
類
の
通
路
と
な
つ
て
い
る
⽔
⾯
に
設
置
し
た
⼯
作
物
の
所
有
者
⼜
は
占
有
者
は
、
さ
く
河
⿂

類
の
さ
く
上
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
、
そ
の
⼯
作
物
を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

•
２

農
林
⽔
産
⼤
⾂
⼜
は
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
⼯
作
物
の
所
有
者
⼜
は
占
有
者
が
同
項
の
規
定
に
よ
る
管
理
を

怠
つ
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
同
項
の
規
定
に
従
つ
て
管
理
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

る
。

•
３

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
農
林
⽔
産
⼤
⾂
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

•
第
⼆
⼗
三
条

農
林
⽔
産
⼤
⾂
は
、
さ
く
河
⿂
類
の
通
路
を
害
す
る
虞
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
⽔
⾯
の
⼀
定
区
域

内
に
お
け
る
⼯
作
物
の
設
置
を
制
限
し
、
⼜
は
禁
⽌
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

•
２

農
林
⽔
産
⼤
⾂
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
制
限
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
⼯
作
物
を
設
置
し
よ
う
と
す
る

者
に
対
し
、
さ
く
河
⿂
類
の
通
路
⼜
は
当
該
通
路
に
代
る
べ
き
施
設
を
設
置
す
べ
き
こ
と
、
も
し
、
さ
く
河
⿂
類
の
通

路
⼜
は
当
該
通
路
に
代
る
べ
き
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
⽔

⾯
に
お
け
る
さ
く
河
⿂
類
⼜
は
そ
の
他
の
⿂
類
の
繁
殖
に
必
要
な
施
設
を
設
置
し
、
⼜
は
⽅
法
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命

ず
る
こ
と
に
よ
つ
て
も
、
こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

•
３

前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
者
は
、
農
林
⽔
産
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
命
ぜ
ら
れ
た
事
項

に
つ
い
て
の
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
農
林
⽔
産
⼤
⾂
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

•
第
⼆
⼗
四
条

農
林
⽔
産
⼤
⾂
は
、
⼯
作
物
が
さ
く
河
⿂
類
の
通
路
を
害
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
所
有
者
⼜
は

占
有
者
に
対
し
、
除
害
⼯
事
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
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地
元
市
⺠
へ
の
問

題
提
起

東
近
江
市
⻑
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
県
・
漁
協

な
ど
に
参
加
依
頼
を
し
て
愛

知
川
の
現
状
と
回
復
へ
の
可

能
性
を
議
論

地
元
の
市
役
所
で
訴
え

20
24
年
７
⽉
２
４
⽇

•⽇
本
の
清
流
「
ア
ユ
の
愛
知
川
」
を
東
近
江
市
の
観
光
戦
略
の
１
つ
に
据

え
る

•ア
ユ
の
釣
れ
る
川
に
は
、
全
国
か
ら
客
が
や
っ
て
き
て
く
れ
る
（
釣
れ
る

川
の
情
報
は
す
ぐ
に
伝
わ
る
）

•釣
り
・
宿
泊
・
観
光
（
妻
は
永
源
寺
・
⽊
地
師
の
郷
へ
）
・
お
⼟
産
を
⼀

体
的
に
⽤
意
す
る
︓
お
⾦
は
東
近
江
市
に
落
と
し
て
い
た
だ
く

•濁
⽔
や
渇
⽔
な
ど
河
川
環
境
の
問
題
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
も
物
を
⾔
い
、

環
境
保
全
を
積
極
的
に
進
め
て
⾏
く

森
と
⽔
政
策
課
の
設
置
︓
森
と
⽔
を
活
か
し
た
町
づ

く
り
を
進
め
る

ど
の
よ
う
に
「
ア
ユ
の
愛
知
川
」
を
再
⽣
し
河
川
の
環
境

を
改
善
す
る
の
か

「
ア
ユ
の
愛
知
川
」
を
実

現
し
環
境
を
保
全
す
る
会

愛
知
川
漁
協

愛
知
川
塾

愛
知
川
清
流
会

⼋
⽇
市
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
⾥

河
辺
い
き
も
の
の
森

滋
賀
県
⼟
⽊
部
河
川
課
・
東
近
江
⼟
⽊
事
務
所
河
川
砂
防
課

滋
賀
県
農
政
⽔
産
部
耕
地
課
ー
愛
知
川
流
域
⽥
園
整
備
事
務
所

永
源
寺
ダ
ム
管
理
事
務
所

愛
知
川
沿
岸
⼟
地
改
良
区

東
近
江
市
⻑

東
近
江
市

教
育
委
員
会
・

PT
A

地
域
の
総
意
と
し
て
濁
⽔
の
防
⽌
や
流
⽔
の
確
保
を
勝
ち
取
っ
て
い
く
こ
と
が
⼤
切

滋
賀
県

愛
知
川
清
流
会
で
の
訴
え

２
０
１
４
年
２
⽉
８
⽇

•不
景
気
の
せ
い
︖

•社
会
環
境
の
変
化
︖

•川
の
環
境
変
化
︖

•⽔
不
⾜
の
影
響
︖

•鮎
の
変
化
の
せ
い
︖

•漁
協
の
問
題
︖

•地
域
住
⺠
の
無
関
⼼
︖

な
ぜ
こ
ん
な
川
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
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事
業
評
価

•
本
事
業
は
平
成
26
年
の
⾏
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー
で
、
メ
ニ
ュ
ー
ご
と
に
成
果
⽬
標
を
設
定
す
る
と
の
指
摘
を
受
け
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
本
事
業
が
よ
り
効
果
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
各
活
動
が
有
効
に
⾏
わ
れ
て
い
る
か
を
検
証
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
各
活
動
項
⽬
に
成
果
指
標
を
設
定
し
、
統
⼀
的
に
評
価
基
準
に
よ
り
各
成
果
指
標
の
達
成
状
況

等
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
し
て
い
ま
す
。

1.
事
業
の
進
め
⽅

（
ア
）
対
象
活
動
組
織
が
成
果
指
標
の
達
成
状
況
等
に
つ
い
て
、
⾃
⼰
評
価
を
⾏
い
ま
す
。

（
イ
）
⾃
⼰
評
価
は
、
活
動
項
⽬
ご
と
の
成
果
指
標
の
⽬
標
値
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
ま
す
。

（
ウ
）
「
成
果
⽬
標
」
、
「
組
織
体
制
」
、
「
機
能
発
揮
活
動
」
及
び
「
横
展
開
」
の
項
⽬
ご
と
に
評
価
点
を
算
出

し
ま
す
。

（
エ
）
次
に
、
地
域
協
議
会
が
（
ア
）
で
実
施
し
た
事
業
評
価
の
内
容
に
つ
い
て
、
2次

評
価
を
⾏
い
ま
す
。

（
オ
）
⽔
産
庁
は
（
エ
）
の
事
業
評
価
に
つ
い
て
、
評
価
を
⾏
い
ま
す
。

2.
評
価
の
活
⽤

事
業
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
成
果
の
達
成
状
況
が
⽬
標
を
下
回
っ
て
い
る
活
動
組
織
は
、
そ
の
理
由
及
び
改
善
策
を

地
域
協
議
会
に
提
出
し
ま
す
。
地
域
協
議
会
は
提
出
さ
れ
た
改
善
策
の
妥
当
性
を
検
証
し
、
対
象
活
動
組
織
の
取
組

を
改
善
さ
せ
る
よ
う
指
導
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
協
議
会
は
、
次
年
度
以
降
の
事
業
採
択
の
基
礎
資
料
と
し
ま
す
。

改
善
策
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
⽅
法

地
元
の
川
の
回
復
に
向
け
て

•川
の
抱
え
る
現
状
と
課
題
を
整
理
し
明
確
に
す
る

•課
題
発
⽣
源
と
な
っ
て
い
る
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
明
ら
か
に
す
る

•敵
に
す
る
の
で
は
な
く
、
問
題
を
提
起
し
⼀
緒
に
課
題
を
考
え
る

•川
は
、
観
光
・
産
業
・
環
境
の
資
源
で
あ
る
こ
と
を
地
元
の
市
町
村
に
理

解
し
て
も
ら
う

•地
元
市
や
県
を
巻
き
込
ん
で
、
⼀
緒
に
問
題
を
考
え
る

•川
や
⿂
の
観
察
会
を
積
極
的
に
開
催
し
、
漁
協
の
⿂
放
流
な
ど
に
も
市
⺠

や
県
・
市
・
団
体
な
ど
の
関
係
者
に
参
加
を
呼
び
掛
け
る

具
体
的
な
効
果
や
成
果

•市
が
、
河
川
の
⽣
態
系
の
保
全
や
そ
の
利
⽤
を
市
の
環
境
基
本
計
画
に
位

置
付
け
、
積
極
的
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

•地
元
市
⺠
の
河
川
環
境
へ
の
関
⼼
が
戻
っ
て
き
た
。

•漁
協
が
、
県
や
市
に
河
川
環
境
や
⽣
態
系
保
全
を
積
極
的
に
要
望
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

•ダ
ム
の
管
理
関
係
者
や
河
川
の
⼯
事
関
係
お
よ
び
⼀
般
市
⺠
が
⿂
の
放
流

や
観
察
会
、
保
護
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

•漁
協
の
ア
ユ
放
流
が
、
冷
⽔
病
が
蔓
延
す
る
中
で
、
可
能
な
対
策
を
図
る

よ
う
に
な
っ
た
・
・
・
放
流
鮎
の
⽣
残
率
の
改
善
。

•漁
協
の
⼊
漁
者
数
が
⼤
幅
に
増
加
し
、
⿊
字
に
転
換
し
た
。

•県
や
市
お
よ
び
⽔
利
関
係
者
で
つ
く
る
協
議
会
が
で
き
た
。

•⼤
学
や
研
究
機
関
が
愛
知
川
流
域
を
研
究
対
象
に
選
ん
だ
。

市
・

漁
協

と
の

具
体

的
な

共
働

•⿂
の

観
察

会
の

開
催

・
・

・
市

内
の

川
で

年
２

回
の

⿂
つ

か
み

（
市

主
催

）
•ビ

ワ
マ

ス
の

産
卵

観
察

会
の

開
催

（
市

主
催

）
•京

阪
神

の
⾼

齢
者

⾃
然

⼤
学

校
の

⽇
帰

り
観

察
会

（
⾃

然
⼤

学
校

の
主

催
）

•川
を

含
む

市
の

⾃
然

資
源

を
対

象
に

、
ネ

イ
チ

ャ
ー

ガ
イ

ド
の

養
成

を
始

め
た

（
市

の
外

郭
団

体
）

•流
域

が
Se

a 
to

 S
uｍ

m
itの

会
場

と
な

っ
た

（
⺠

間
会

社
と

市
）

•漁
協

へ
の

ア
ユ

冷
⽔

病
の

知
識

と
対

応
策

の
普

及
•漁

協
に

よ
る

市
や

県
へ

の
要

望
活

動
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最
後
に •全
国
の
河
川
が
再
び
元
気
を
取
り
戻

し
、
⼈
の
賑
わ
い
が
回
復
す
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
︕

•と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

⽣
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
課
題
や
問
題
点

•
事
業
成
果
を
⽣
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
場
合
の
最
⼤
の
難
点
は
、
⽣

物
の
数
が
事
業
の
実
施
と
は
関
係
な
く
⾃
然
変
動
し
て
い
る
の
で
、

複
数
年
に
わ
た
り
調
査
を
継
続
す
る
こ
と
が
重
要
。

•
⽣
物
の
多
く
は
季
節
的
に
変
化
・
移
動
し
て
お
り
、
調
査
時
期
を
逃

す
と
居
な
く
な
っ
て
し
ま
い
正
し
い
評
価
が
で
き
な
い
。

•
調
査
は
事
前
に
綿
密
な
計
画
の
下
で
複
数
年
に
わ
た
っ
て
実
施
し
す

る
こ
と
が
重
要
。

•
湖
沼
・
河
川
の
⽣
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
様
々
な
機
関
が
実
施
し
て
い

る
が
、
そ
の
情
報
は
⼀
元
的
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
研
究
機

関
や
⾏
政
機
関
等
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
。

⽣
き
物
調
査
の
ポ
イ
ン
ト

•
事
業
成
果
を
評
価
で
き
る
調
査
を
計
画
す
る

•
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
捕
獲
容
易
な
⽣
き
物
を
選
ぶ

•
調
査
は
時
期
（
特
に
春
〜
初
夏
）
や
時
間
帯
を
逃
さ
な
い

•
調
査
回
数
は
な
る
べ
く
多
く
す
る

•
県
⽔
試
や
⼤
学
な
ど
の
⿂
介
類
や
⽔
草
の
専
⾨
家
を
⼊
れ
て
調
査
を
⾏
う

•
調
査
⽅
法
や
調
査
場
所
は
な
る
べ
く
毎
年
同
じ
に
す
る

•
⽣
物
の
捕
獲
調
査
は
２
⼈
以
上
で
毎
回
な
る
べ
く
同
じ
⼈
に
す
る

•
専
⽤
の
野
帳
を
⽤
意
し
、
記
録
係
を
決
め
、
な
ん
で
も
記
⼊
し
て
お
く

•
写
真
係
を
決
め
、
全
体
や
細
部
の
で
き
る
だ
け
多
く
の
写
真
を
残
す

•
地
元
の
研
究
機
関
（
⼤
学
・
⽔
試
・
研
究
所
）
や
そ
の
情
報
を
活
⽤
す
る

サ
ケ
科
⿂
類
調
査
の
模
様

成
果
実
績
が
⽬
標
値
を
下
回
っ
た
原
因

R３
年
度
６
７
事
例
か
ら
の
分
析

①
モ
ニ
タ
リ
ン
調
査
時
の
増
⽔
・
渇
⽔
・
濁
り
な
ど
ー
１
４
例

②
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
時
期
や
⽅
法
・
地
点
・
対
象
種
の
変
更
ー
９
例

③
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
対
象
⽣
物
の
捕
獲
困
難
ー
６
例

④
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
時
の
参
加
者
の
数
・
⼯
事
等
の
影
響
ー
５
例

⑤
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
初
回
ま
た
は
１
回
で
増
減
を
⽐
較
で
き
ず
ー
４
例

⑥
放
流
⿂
の
質
に
問
題
―
１
例

⑦
事
業
進
捗
と
は
関
連
な
く
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
⽣
物
が
減
少
－
１
例

⑧
河
床
の
砂
礫
流
下
量
の
減
少
に
よ
る
影
響
ー
１
例
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水
産

多
面

的
機

能
発

揮
対

策
に
お
け
る
多

様
な
連

携
の
手

引
き

（
令
和
４
年
３
月

水
産
庁
）

【
⼿
引
き
の
⽬
次
構
成
】

は
じ
め
に

第
１
章

現
状
と
課
題

第
２
章

連
携
の
枠
組
み
と
役
割

第
３
章

連
携
体
制
の
構
築

第
４
章

連
携
活
動
の
進
め
⽅

・
コ
ラ
ム
（
多
様
な
連
携
の
事
例
）

・
参
考
資
料

⼿
引
書
は
ひ
と
う
み
.jp
の
[資
料
室
]に
掲
載
し
て
い
ま
す

ht
tp
s:
//
hi
to
um
i.j
p/
lib
ra
ry
/r
en
ke
i_
1-
2_
te
bi
ki
.p
df

福
祉
事
業
所
と
連
携
す
る
取
り
組
み

⼤
学
⽣
と
連
携
す
る
取
り
組
み

第第
２２
章章

連連
携携

のの
枠枠

組組
みみ

とと
役役

割割

活
動
組
織

構
成
員

リ
ー
ダ
ー
等

漁
業
者

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策

関
連
す
る
活
動

（
上
位
目
標
、
共
通
目
標
の
共
有
）

団
体

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

市
町
村
等

そ
れ

以
外

団
体

非
構
成
員

サ
ポ
ー
ト
専
門
家

主
に

学
校

関
係

漁
協

団
体


積
極
的
に
⾏
動
で
き
る
⼈
を
リ
ー
ダ
ー
に
し
て
、

連
携
団
体
と
信
頼
関
係
を
構
築
。

リ
ー
ダ
ー
の

役
割


多
様
な
団
体
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
そ
の
後
の
運

営
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

市
町

村
・
地

域
協

議
会

の
役

割


実
績
と
⼈
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
、
サ
ポ
ー

ト
専
⾨
家
を
積
極
的
に
活
⽤
し
ま
し
ょ
う
。

サ
ポ
ー
ト
専

門
家

の
活

用


構
成
員
と
し
て
参
加


ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
⾮
構
成
員
）
と
し
て
参
加


本
活
動
に
直
接
関
わ
ら
ず
、
関
連
す
る
活
動
を

通
じ
て
連
携

連
携

団
体

の
関

わ
り
方

は
３
タ
イ
プ


活
動
の
継
続
、
⼈
員
確
保
、
事
務
作
業
軽
減
、
情
報
発
信

な
ど


連
携
団
体
の
場
合
は
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
、
専
⾨
性
の

発
揮
、
学
習
の
場
の
確
保
な
ど


問
題
意
識
の
共
有


活
動
組
織
の
体
制
強
化


発
揮
活
動
の
活
性
化
、
多
様
化
、
効
率
化


地
域
に
広
が
る
理
解
と
活
動
へ
の
参
加


漁
村
・
地
域
へ
の
貢
献


船
上
・
海
中
で
の
活
動
が
多
い
た
め
、

漁
業
関
係
者
の
み
で
構
成
さ
れ
た
活

動
組
織
が
多
い


メ
ン
バ
ー
の
⾼
齢
化
や
担
い
⼿
不
⾜

が
課
題
で
あ
り
活
動
の
継
続
に
不
安


全
国
約
７
５
０
組
織
の
う
ち
、
漁
業

関
係
団
体
以
外
と
連
携
し
て
い
る
の

は
約
３
割


活
動
組
織
、
⾏
政
・
地
域
協
議
会
、
あ
る
い
は
連
携
団
体
と
な
る
NP
O
法
⼈
や
⺠
間
企
業
等
。


環
境
・
⽣
態
系
保
全
活
動
に
お
い
て
、
多
様
な
団
体
と
連
携
す
る
基
本
的
な
考
え
⽅
や
進
め
⽅
、
実
践
的

な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
事
例
を
⽤
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
⼿
引
き
。


連
携
す
る
こ
と
で
、
活
動
が
次
世
代
に
引
き
継
が
れ
る
と
と
も
に
、
創
意
⼯
夫
に
満
ち
た
取
組
と
な
る
こ

と
を
期
待
。

現
状

と
課

題
連
携
の
必
要
性

連
携
の
効
果

手
引

き
の

ね
ら
い

手
引

き
が

想
定

す
る
読

者

はは
じじ
めめ
にに

第第
１１
章章

現現
状状

とと
課課

題題

（（
参参

考考
））
連連

携携
のの

現現
状状

連
携

団
体

の
区

分
 

活
動

組
織

数
 

非
営

利
団

体
（

N
P

O
等

）
 

1
2

2
 

企
業

（
う

ち
ダ

イ
ビ

ン
グ

・
マ

リ
ン

関
連

）
 

7
6

（
1

8
）

 

地
域

住
民

 
4

1
 

地
域

団
体

（
自

治
会

等
）

 
4

0
 

学
校

（
小

・
中

・
高

）
・

P
T

A
 

2
7

 

役
所

等
 

2
3

 

学
校

（
大

学
）

 
2

1
 

農
林

関
係

 
1

2
 

観
光

関
係

 
1

0
 

研
究

機
関

 
8

 

（
令

和
２

年
度

）
 

活
動
項
目
別
の
連
携
状
況
（
重
複
あ
り
）

構
成
員
の
組
合
せ
別
の
活
動

組
織
数

活
動

項
目

 
活

動
組

織
数

 
連

携
の

割
合

(B
)/

(A
) 

（
A

）
（

う
ち

連
携

数
：

B
）

藻
場

の
保

全
 

3
1

7
 

1
0

2
 

3
2

.2
％

 

干
潟

等
の

保
全

 
1

8
7

 
2

5
 

1
3

.4
％

 

漂
流

、
漂

着
物

、
堆

積
物

処
理

 
1

1
6

 
4

6
 

3
9

.7
％

 

内
水

面
の

生
態

系
の

維
持

・
保

全
・

改
善

 
8

8
 

6
2

 
7

0
.5

％
 

種
苗

放
流

 
4

7
 

1
7

 
3

6
.2

％
 

ヨ
シ

帯
の

保
全

 
3

5
 

1
6

 
4

5
.7

％
 

サ
ン

ゴ
礁

の
保

全
 

1
8

 
1

4
 

7
7

.8
％

 

（
令

和
２

年
度

）

構
成

員
 

活
動

組
織

数
 

合
計

に
占

め
る

割
合

漁
業

者
、

漁
協

 
3

6
8

 
4

9
.2

％
 

漁
業

者
、

漁
協

、
地

域
住

民
 

1
5

1
 

2
0

.2
％

 

漁
業

者
、

漁
協

、
団

体
（

地
域

住
民

以
外

）
 

2
2

9
 

3
0

.6
％

 

合
計

 
7

4
8

 
1

0
0

.0
％

 

（
令

和
２

年
度

）

連
携
団

体
の

区
分

別
の

活
動

組
織

数
（
重

複
あ
り
）

３　水産多面的機能発揮対策における多様な連携の

    手引きについて
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第第
３３
章章

連連
携携

体体
制制

のの
構構

築築

課
題
の
整
理
と
連
携
先
の

抽
出


⾼
齢
化
や
担
い
⼿
不
⾜


事
務
機
能
が
維
持
で
き
な
い


地
域
理
解
が
深
ま
っ
て
い
な
い


活
動
の
成
果
が
な
か
な
か
⾒
え
て
こ
な
い

次
の
4つ

の
課
題
に
つ
い
て
点
検
し
て
み
ま
す
︕

団
体
区
分

特
徴
・
留
意
点

地
域
団
体

地
域
に
根
差
し
た
団
体

⾏
政
機
能
を
補
完
す
る
存
在

NP
O
等

専
⾨
性
、
⼈
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

企
業

CS
R活

動
、
専
⾨
技
術
還
元
、
広
報
⼒

⼩
中
学
校

体
験
学
習
の
場
の
確
保
、
安
全
⾯
配
慮

⾼
校
・
⼤
学

⼤
き
な
戦
⼒
、
地
域
課
題
解
決
に
貢
献

研
究
機
関

専
⾨
的
な
助
⾔

地
域
課
題
の
解
決
に
貢
献

連
携

団
体

の
選

定

連
携
団
体
の
特
徴
と
活
動
組
織
の
⽬
的
を

を
踏
ま
え
て
、
活
動
を
効
果
的
か
つ
継
続
的

に
実
施
で
き
る
団
体
を
選
び
ま
す
。


連
携
団
体
の
候
補
を
絞
り
込
む


連
携
団
体
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
と
選
定

※
相
互
の
⽬
的
達
成
に
合
致
す
る
団
体
を
選
ぶ


選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
調
整
役
が
必
要

課
題
解
決
に
向
け
て
、
連
携
先
を
模
索
し
ま
し
ょ
う
。

⼩
学
⽣
と
の
交
流

多多
様様

なな
連連

携携
のの

事事
例例

（（
ココ
ララ
ムム
））

「「
手手

引引
きき
」」
にに
はは
10

のの
ココ
ララ
ムム
がが

掲掲
載載

ささ
れれ

てて
いい
まま
すす

サ
ポ
ー
ト
専
⾨
家
に
よ
る
連
携
の
マ
ッ
チ
ン
グ

外
海
活
動
組
織
（
⻑
崎
市
）

活
動
メ
ン
バ
ー
の
⾼
齢
化
と
減
少
に
よ
り
、
効
果
の
あ
る
ウ
ニ
除
去
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
サ
ポ
ー
ト
専
⾨
家
に
相
談
し
、
年
２

回
の
ウ
ニ
除
去
を
⻑
崎
⼤
学
ダ
イ
ビ
ン
グ
部
の
学
⽣
と
協
働
で
実
施
。
学
⽣
の
参
加
に
よ
り
ウ
ニ
が
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
り
、
⼩
型
海
藻
と
ホ

ン
ダ
ワ
ラ
類
が
繁
茂
す
る
⽬
に
⾒
え
る
成
果
が
表
れ
る
。
地
元
⼩
学
⽣
と
の
ワ
カ
メ
体
験
の
環
境
学
習
も
学
⽣
が
参
加
。

⼤
学
⽣
は
、
活
動
に
参
加
で
き
た
お
礼
に
、
直
売
所
の
看
板
を
寄
贈
し
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

活
動
組
織

構
成
員

漁
協

漁
業
者

行
政

非
構
成
員

リ
ー
ダ
ー
等

小
学

生

サ
ポ
ー
ト

専
門
家

大
学

生

寄
贈
さ
れ
た
直
売
場
の
看
板

地
元
⼩
学
⽣
と
の
ワ
カ
メ
勉
強
会

第第
４４
章章

連連
携携

活活
動動

のの
進進

めめ
方方


環
境
・
⽣
態
系
保
全
の
活
動
は
、
PD
CA
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
、
連
携
団
体
と
⼀
緒
に
柔
軟
に
対
策
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。


PD
CA
は
、
共
通
の
⽬
的
を
⾒
つ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
が
⾃
律
的
に
活
動
を
⾏
い
、
活
動
の
精
度
を
向
上
さ
せ
て
、

持
続
で
き
る
活
動
を
構
築
し
て
い
く
も
の
で
す
。

P
D
C
A
サ

イ
ク
ル

の
活

用

多多
様様

なな
連連

携携
のの

事事
例例

（（
ココ
ララ
ムム
））

「「
手手

引引
きき
」」
にに
はは
10

のの
ココ
ララ
ムム
がが

掲掲
載載

ささ
れれ

てて
いい
まま
すす

SD
Gｓ

を
⽬
指
し
た
多
様
な
連
携
の
拡
が
り

鎌
倉
漁
業
協
同
組
合
と
海
の
SD
Gｓ

を
実
⾏
す
る
会
（
鎌
倉
市
）

鎌
倉
の
浜
に
⼤
量
に
打
ち
上
が
る
海
藻
を
、
地
元
料
理
家
が
地
元
の
漁
業
者
と
相
談
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
理
念
に
も
っ
て
、
打
ち
上
が
っ
た
海

藻
を
畜
産
⽤
の
餌
料
と
す
る
こ
と
を
考
案
。
海
藻
の
回
収
と
加
⼯
を
、
地
元
の
福
祉
事
業
所
に
協
⼒
し
て
も
ら
う
こ
と
で
⽔
福
連
携
を
実
現
。

海
藻
餌
料
で
育
て
ら
れ
た
豚
は
「
鎌
倉
海
藻
ポ
ー
ク
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
地
元
飲
⾷
店
が
そ
れ
を
提
供
す
る
6次

産
業
化
へ
と
発
展

し
て
い
る
。

活
動
組
織

構
成
員

漁
協

料
理
家

漁
業
者

老
人

ホ
ー
ム

行
政

非
構
成
員

福
祉

事
業
所

×
4

畜
産

事
業
者

等

飲
食

事
業

者
地
方

農
政
局

浜
辺
に
打
ち
上
が
っ
た
海
藻

乾
燥
・
加
⼯
の
様
⼦

海
藻
の
回
収

餌
と
し
て
利
⽤

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
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多多
様様

なな
連連

携携
のの

事事
例例

（（
ココ
ララ
ムム
））

「「
手手

引引
きき
」」
にに
はは
10

のの
ココ
ララ
ムム
がが

掲掲
載載

ささ
れれ

てて
いい
まま
すす

SN
Sを

活
⽤
し
て
、
⽇
々
の
活
動
を
情
報
発
信

益
⽥
川
と
海
を
つ
な
ぐ
⾃
然
環
境
保
全
活
動
組
織
（
島
根
県
益
⽥
市
）

⽔
環
境
再
⽣
（
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
復
活
）
と
チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ
資
源
の
安
定
化
を
⽬
標
に
活
動
を

⾏
っ
て
い
る
。
活
動
の
事
務
局
は
NP
O
法
⼈
が
担
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
河
川
清
掃
や
⼩
学
校
の
環
境
教
育
、
さ
ら
に
、
ハ
マ
グ
リ
⾙
ア
ー
ト
展
な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
活
動
は
Fa
ce
bo
ok
を
活
⽤
し
て
積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

活
動

組
織

構
成

員 漁
協

リ
ー
ダ
ー
等

漁
業

者

小
学

校

行
政

非
構

成
員

N
P
O

自
治
会

飲
食

業
組

合

地
元

企
業

Fa
ce
bo
ok

チ
ラ
シ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
全
国
約
７
５
０
組
織
の
う
ち
、
漁
業
関
係
団
体

以
外

と
連
携
し
て
い
る
の
は
約
３
割

・
し
か
し
、
高
齢
化
や
人
手
不
足
が
深
刻
な
課

題
・
水
産
多
面
的
機
能
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は

、
多
様
な
団
体
と
連
携
を
す
る
必
要
が
あ
る

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
に
お
け
る
多
様
な
連
携
の
手
引
き

（
概

要
）

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
に
お
け
る
多
様
な
連
携
の
手
引
き

（
概

要
）

本
手

引
き
は

、
水

産
多

面
的

機
能

発
揮

対
策

を
行

う
各

活
動

組
織

が
多

様
な
連

携
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
の

ノ
ウ
ハ

ウ
を
解

説

連連
携携

事事
例例

・・
参参

考考
資資

料料

・
多

様
な
連

携
を
行

っ
て
い
る
活

動
組

織
を
取

上
げ
、

図
や

写
真

を
用

い
て
コ
ラ
ム
で
紹

介
（
10

事
例

）
・
連

携
活

動
の

参
考

と
な
る
情

報
を
多

数
掲

載

活
動
組

織
構
成
員

リ
ー
ダ
ー
等

漁
業

者

水
産

多
面
的

機
能

発
揮
対

策

関
連
す
る
活
動

（
上

位
目
標

、
共

通
目
標

の
共

有
）

団
体

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

市
町

村
等

そ
れ

以
外

団
体

非
構
成
員

サ
ポ
ー
ト
専
門
家

主
に

学
校
関
係

漁
協

団
体

連連
携携

活活
動動

のの
進進

めめ
方方

連連
携携

のの
枠枠

組組
みみ

とと
役役

割割
連連

携携
体体

制制
のの

構構
築築

・
連

携
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
、
活

動
組

織
の

抱
え
る

課
題

を
抽

出
・
課

題
解

決
で
き
る
連

携
団

体
の

絞
り
込

み
・
コ
ン
タ
ク
ト
・
選

定
・
事

務
処

理
（
構

成
員

、
非

構
成

員
、
関

連
す

る
活

動
の

ど
の

形
態

で
連

携
す
る
の

か
、
学

校
と
の

連
携

で
は

、
総

合
学
習
に
位
置
づ
け
等
）

実 践
・
地

域
の

環
境

改
善

・
人

材
育

成
・
認

知
度

向
上

等

・
連
携
団
体
を
「
構
成
員
」
、
「
非
構
成
員
」
、
「
関
連
す
る

活
動
」
に
分
類
し
て
関
わ
り
方
を
整
理

・
リ
ー
ダ
ー
等
、
市
町
村
・
地
域
協
議
会
の
役
割
を
解
説

・
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用

・
活

動
の

継
続

・
人

員
の

確
保

、
事

務
作

業
の

軽
減

等

・
地

域
社

会
へ

の
貢

献
・
団

体
の

専
門

性
を
発

揮
・
学

び
の

場
の

確
保

等

・
連

携
す
る
団

体
と
活

動
を
一

緒
に
進

め
て
い
く
際

に
効

果
的

な
P
D
C
A
サ

イ
ク
ル

を
解

説
・
目

標
を
共

有
し
て
、
み

ん
な
で
達

成
を
目

指
す

・
関

係
者

同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
・
活

動
を
記

録
し
て
、
情

報
発

信
・
柔

軟
に
計

画
を
見

直
し
、
継

続
性

を
担

保
す
る

団
体

区
分

特
徴

地
域

団
体

地
域

に
根

差
し
た
団

体
行

政
機

能
を
補

完
す
る
存

在

非
営

利
団

体
（
N
P
O
法

人
等

）
専

門
性

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

企
業

C
S
R
活

動
専

門
技

術
還

元
、
広

報
力

小
中

学
校

体
験

学
習

の
場

の
確

保
安

全
面

の
配

慮

高
校

・
大

学
大

き
な
戦

力
活

動
時

期
等

の
配

慮
地

域
課

題
の

解
決

に
貢

献

研
究

機
関

専
門

的
な
助

言
地

域
課

題
の

解
決

に
貢

献

第第
４４

章章

第第 １１ 章章

第第
３３

章章
第第

２２
章章

共
通

の
目

標
活

動
組

織
連

携
団

体
現現 状状 とと 課課 題題

効 果

91



MEMO

92



手引きの目次

年版 教育・学習活動のすすめ
教育・学習活動の進め方の手引きを
作成しました！

現在、水産多面的機能発揮対策事業において、小学
生等を対象に体験学習会などを積極的に実施する組
織が全体の約 割認められています。

こうした取組みは、地域住民の環境や水産資源に対す
る興味の喚起や、その保全への理解･増進につながって
います。また、このような取組みを行うことによって、地元
マスコミの取材が増え、新聞等に掲載されるなど、広く
一般に組織の活動が周知されています。

そこで、より多くの組織が「多面的機能の理解･増進を
図る取組み（教育・学習活動）」を進めることを目的
に、本手引き書を作成しました。

地元小学生等を対象に体験学習会等を開催したいが、
その進め方がわからない組織の皆様。また、現在行わ
れている教育・学習活動をより効果的に進めたいと考え
ている組織の皆様において、是非活用して頂ければと
思います。

入手方法
入手先：水産多面的機能発揮対策情報サイト

「ひとうみ 」の『資料室』の上段
ＵＲＬ：

株式会社 水土舎 （担当：吉永）

水産多面的機能に係る

手引きの コード
はこちらです。

活動の目的

対象者を決める

体制づくり

プログラムづくり

調整・準備

実行

反省会

その他ポイント・留意することお問合せ

７　学習・教育活動のすすめ
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８ 令和４年度水産多面的機能発揮対策講習会 講習テキスト
（運営編）訂正箇所 

 
運営編テキスト３９頁  
国の交付単価又は交付率等（※４）の欄 
（誤）④ 134,400 →（正）134,400  （誤）⑤ 525,000→（正）525,000 

（280,000）   （112,000）     （112,000）  （437,500） 
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令和４年度　水産多面的機能発揮対策支援事業

令
和
４
年
度
　
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
　
講
習
テ
キ
ス
ト
（
　
技
　
術
　
編
　
）
　
　
【
福
岡
会
場
】

公
益
社
団
法
人
　
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
推
進
協
会

公益社団法人　全国豊かな海づくり推進協会

令和４年度

水産多面的機能発揮対策講習会

講習テキスト（技術編）

【福岡会場】

2022 年 10 月 4 日～ 5日

福岡県中小企業振興センター

（福岡県福岡市博多区吉塚本町９－１５）

水産庁委託事業

令和４年度 水産多面的機能発揮対策講習会　講習テキスト（技術編）【福岡会場】_表紙.indd   1令和４年度 水産多面的機能発揮対策講習会　講習テキスト（技術編）【福岡会場】_表紙.indd   1 2022/09/26   10:08:432022/09/26   10:08:43
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